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復刻にあたって

h;! 本の必ず1 は次のように変濯している 。

|刻州立1! 築協会最m誌:J (大 lE 6 年 9 月- 7 年12) 1) 

r  11 1j "kJ ! 築協会主( E誌J ( 大正 8 年 1 )1 - 8 年12) 1) 

主主築と社会J (大A 9  '1'- 1 川以降)

1A紙を .('j : r縮小して収録した場介がある 。 また、岡本が附i

lぷされているため、不完全なものがある 。

|析 J&. による不完全な文字は中JLみ，( ( したものがある 。

ぷ紙の刷色は一色に統ー したためJJ;i 本とは災なる 。

11絵はカラーのI ( も全て! ! .¥一色 でI:II!Mした 。

「会宇| むの j岳民には乱れがあるが、 JJ;i 本のままとした 。

作W: ごとの「総日鈷」は、発見できたものに限り、" 去、月W:

の第・りの，jij に収Sました 。

災1A紙は、 『第 -W: 第一 り』 に| 製り収鈷した 。

1[(大の発n ll は、奥H に記されたものを採用した 。

， ｪ￭ｪｦＮ ｪｽぶ［りの引 ￭ｬ えび後 ｈ ｊＮよ［つは収鈷しなか っ た 。 ｲｊｾ［ りょｴＮ ＡｉＧｵ

「 μ Ｎ ｾ ;1; .  11 i.大」およひI riIJ ・1戊jぶ行 -'fl
J

( 復刻に f毘し新たに斜l

み、付け加えた) を参照して Ifi きたい。

また、 JL;l f ｴＨ にはｾＡｬ ｴ 1' 1の t( が付けられているため、本御

室'J) 阪の広 ;1; .t( のt ( は- l ' t していない。

本復刻版は日本位築協会所lほのJJ;i 本を{ 史川した 。

(イミー二山n反)
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曾 告

京 都 並 に 大 阪 舎 勢 幹 事 曾 10 月 の 行 事 と し て 下 記 の 通 Fり 夫 々 見 皐 開

催 い た し ま す か ら 何 卒 奮 っ て 御 参 加 を 希 望 』 い た し ま す

京 都 地 方 見 皐

日 時 及 場 所 10月22日( 合〕午後 1 時30分 ｦ Ｚｊｾ見稲荷神社柄嘆堂前集合Ｈ晴雨不論Ｉ

日

I 稲 荷 神 社 奉 拝

大東亜戦若手I':.!必勝祈願と建築物拝観 徒tJ ; -1亡て倒立陶磁終試験所 iζ 烹る

2 国立陶磁器試験所見感

製陶に閲する時局向き新施設など見与の上、東幅寺山内を通過じて若手山製陶所に向ふ

5 泰 山 製 陶 所 見 串

午後4時頃解散徐定

①合費不要{fl し交通費自緋のこと

文 調患 座 見 皐

時 10月23日 ( 土〉午後31時30介集合( 哨! 調不論)

ま易 所 四ツ橋文書終鹿1等入口より入場別室にて休憩.

曾

タ

夜の部開演前桐竹車交十郎氏により人形1[. 闘する講械を聴取の上夕食後観康IJ

費 金七圃也( 但し夜の郁1等入場料- ，税共」双夕食緋常代共〉

Ｍ ｾ＠ .- 御申込後177 r- r御不参の二)_j も合費，土御負帰願ひます一ー

主 簡単なる緋営を準備して居ります( 但し白米作自 l 合宛御持参願ひます)

⑨以上 f: 京都見撃J 文書終座見暴」共10月20 日迄 l乞ハガキを以て御申込の事( 以下爾見拳共〉

但し致定般に達した場合は期目前でも締切ります

⑨舎員主主は必ヂ何月願ひます

⑨代人並に同伴者は竪く御断り致します

⑨営日警戒警報の場合l企中J I : 致します

昭 和 1 S 年 1 0 月

奮 勢 幹 事 奮
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事 務 室 並 に 別 室 館 内 移 動 の 件
ーー、ー・ ーー γ ，、担、ｽーＮ｟ＭＭＭＮＮＮＮＮｾＭＮＮＮＮＮＮ、、Ｎ｟ＮＮＭＮＮＮＭＮＮＮＮ｟
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今般本合事務宰を 4 階西南隅 に移動し 、向 別室( 元闘書集曾室) を其の東隣 410 就

空軍に移動仕候問御諒承被下度合告候也

昭 和 1 R 年 1 0 月

社圏法人 日 本 建 築 協 官

「急速建設建築構造」競技設計募集

今般建築皐合主' . ! 佳技術院後般の下iζ 第171日建築展『運命第 2 脊fl として現下戦局の蹄趨l乞鑑み建築

技術を以て職力増強に窃興せんが清め陸海軍援助 l乞より「急: 速建設建築鱗造」に 闘 し極めて創

意 l亡富む構造設計を下記募集要綱1' 1: 蝶り iFL < . 一般より募集されますから恋って際募あらん事を

切些致します

募 集 要 綱

I . 趣 旨 野戦建築ヲ初メ生産横充上必要ナノレ建物或ノ、室襲ノ: 被害 エ伴フ臆

金: 復興用建物等ヲ通ジ建築技術上現下戦局ノ蹄趨 ニ最 モ関係深 キ

事 項 J 、建設速度ノ概度ノ知縮ト重要資材ノ節約 下二 在 人 依 ア 之

等急: 速建設ヲ必要トメノレ諸穏ノ施設ニ遁用シ得ベ キ創意 ニ富ム構

造設計ヲ求メントブ、

2. 賓施期日 募 集 接 表 昭 和18年 9 月30 日

3. 賞

募 集 締 切 昭 和19年 1 月10 日 正 午

審査結果接表ρ 締 切 後 25M間以内

入 選

選 外 佳作

賞獣 及副賞( 金 300 闘) 5 名

賞;伏及副賞( 金 100 闘) 若干 名

特 ニ優 秀ナ リト認メタノレ 毛 ノ ζ ノ、技術 院 賞 ヲ授輿メ

一 一詳細は建築拳舎〈東京都京僑毘銀座酉 3了 目〉へ直接問合せられたし一 一

以 上



曾 告

不 明 鋳 込 金 lニ 就 て

本 年 1 月29 日附京都寺町二係局まり振替にて梯込を受けたる金宅闘世及び本年 8 月30 日附東京

下落合局より振替にて持込を受けたる.全国閏豊は桃込人及其目的記入潰れのため整理上困難、致

して居ります御心営りの向は至急: 御知らせを願ひます

昭 和 1 8 年 1 J 月

社 圏 法 人 日 本 建 築 協 禽

戦意昂揚税畢技術大講演曾

今般日本技術協曾主催大阪市後援の下に時局の重大化に雛み全閣民の科皐技術へ

の理解と支援を希ひ後譲科皐技術者の蹴起を促し益々必勝の信念を昂揚せん詩下

記 の 通 P講 演 曾 を 開 催 さ れ 多 数 接 、 講 方 を 軟 迎 さ れ て 居 ま す 。

日 時 10月20日 ( 7k) 午後 5時半、 9 時 宇

場 所 北 直 中 之 島 中 央 公 舎 監

髄講入場無 ｾ［［ｲ

講 師 及 題 名

1.  開 舎 の ￭ｾ 手
日 本 部技 術 協 曾

関 西 支 長 エ 博 版

木 Eカ 太 m; 

2.  戟 時 生 活 と 科 製 技 術
日本技術協合王車事則合慶博長 宜同 J

日本醤療圏

町・
ノ4 、-

l'lf， 

3. 如何にして英震を慰むべきか
日 本 技 術 協 曾 々 長 有

イ白 寓

馬 額 Z事

4.  ピ ア ノ 猫 安 特 別 聖 書 助 演 奏 : J l 園 ヲ二

~ 曲 日 ~

ベ ー ト ー ジ ェ Yf ' F曲 月 光 奏 鳴 幽

三〆 ヨ ノ { . : /  "  子 吟- 唄

シ ュ ト ラ ウ ス " 脅 さ 〆 二 ユ ー ブ

5. 技術の苦主主主と政治経済 日本技術協合局長割合ヱ骨長草 仏山

選倍省工務

百II 重 主主

以 ーと



装 飾 蝶 股 の 文 様 的 意 義
鼓 常 夏

特l乞富良ー股に限らねばならねわけもないやうなも

のだが. と与に故意に装飾蝶股だけa : 取り上げた

のは共の理由からでZうる。蚊股以外の軒廻りの建

築装飾は大抵一定の輪郭を有ってゐないの l亡、蚊

股は輪郭を有ってゐてその内部に、また後にはそ

の外周に装飾を進展さιせた貼が. 文様奥から見て

興味があるからである。建築装飾に彫刻j や彩色を

用ひるととは. 言ふまでもなく、軒廻り装飾に同

時に起ったのである。それゆゑ蚊肢は木鼻や手挟

や瓶束や懸黄色その他と相互聞に交流的影響があっ

た。然しそむ中で、自主股は確かに代表的地位を占め

てゐると見倣されると思ふ。

順序として今論題とされる建築袋飾の年代注明

治誌にすれば、不安時代の後期から江戸時代までを

包括するのである。簡素美を旨としたわが建築で

は元来華麗ゑ装飾は用ひたかった。それで、装飾む

蛍展は必歩外園からの影響白下に現はれたので言う

った。然し建築史では悌数建築む採用は甚だ古い

から、従って建築接飾の節芽も早くから見られ

た。一例を傘げれば、雲肘木は法隆寺の最古む俳

敬建築に見られる。然しとれから遠く時代を隔て

る鎌倉時代の花肘木へ護展ナるととは装飾闘案と

しては唯の一歩である。さうしてと白花肘木は装

飾蚊: 股に密接の開係者三有ってゐるといはねばなら

ぬ。然し膜股そのものは法隆寺に於いては周知の

とほり箪に構成的左足3費用に遁せしめたもむで. 割

東とも稽すべきものである。との時代の装飾は寧

ろ内部の諸種の桂巌具に見られ. 建築そのものに

は粉飾的装飾は Zうまり見られない。さういふ装飾

は平安後期の浮土思想が生んだ美術に現はれた。

即ち鳳凪堂や中傘寺金色堂の接飾が頴著な質例で

ある。との装飾は主と して総書によ るものであ

る。 j依凪堂の中堂の蝶肢が繍茜的に後世の装飾蚊

!皮 ii: 既 l亡暗示してゐるのは興味あるととである。

それは放蝶股に中央を貧相花で強調した唐草文棋

を描いたものである。さうしてとれは既に唐招提

寺金堂の板蚊股にその翠端が2うるので2うる。

焼股の護達rE . を概観すると次のやうに纏めて秀吉

へて差支へないと思ふのである。即ち最初に前記

法隆寺企蛍の倒 Ｓ 程式ｾ股

の法隆寺金堂の割素式の蝶股が出現した。とれは

勿自耐え陸からの傍来で、あるが. とにかく蝶股とい

ふもののわが閣に於ける最初の出現として軽視す

るととは許されない。然しとの蝶股の構造のま与

では殻展が甚だ困難で、あったのだらう。唐招提寺

に見るやうえど絞膜股が取って代り，、とれがその後

，f ト ¥

『守 尺 .

」 ー よ 一 一'

& 領官金寺I l 招. 回和会

の蝶肢を支配 した。板蚊段。構造は遁かに容易様

k の形賠を附興するに適してゐるからである。殊

l'ζ 曲線a : 配合した形j伏を興へられた。



ととるが王子安後期陀於いで著しい蝶肢の慶越が

るった。との費翠はどうして起ったかな考察する

に Ｎ私見で はあるが 、 矢張り最古の蝶股がと ｾ ｋ

影響を奥へてゐるのでるるまいか。蚊.股といはれ

る構造を立間的に表現するととは 、技術上からい

へば、板蚊股を考IJ 抜いた恥或は雨脚を成す板をb:'

右から寄せ合lまぜた ものにタトならない。然しかう

いふとと奇とさせるには何か動機がなければなら

ぬ。そとで平安後期陀現はれた膜肢の質例を鮪検

しよう。ヲミ沼l. i ! i 士の訴j資によれば中制式雨脚の蚊

股 は鎌 if 時代以前には質例が 4 つ しか遺存してゐ

ない。中:命寺金色党 l乞 1 積と 宇治上紳批木殿f ' C 2

生F 執 よ 跡 itt 本 殿 の E央 政

績と. 上醍醐襲附i主に一種の 4 種である。とれら

の中制を見ると、その形燃は唐様建築の火燈窓殊

に狭間火燈といはれる種類) 1て酷似してゐるので

ある。然しとれは鎌倉時代以後に現はれたものだ

から. 偶然の一致でるらう。それで平安後期以前

のもので類似の形のものを求めれば、上字分と下

字分を区別して考へねばなら ぬ。上字分の狭間火

緩や富士火燈と稽せられるむ窓の形献の上部に似

てゐる。とり部分は我闘で飛鳥時代から見られた

香狭間の上部と類似してゐると思ふ。香狭間の形

も時代とともに複雑になって行ったが. 同様に蚊

L  _ _ _  ｾ＠ 守 信 慎 ? 舟 奇 曾 中 園 中 館 股の上部の中制もその曲線が鎌倉室町と次第に複

宇治土紳批本殿 申ｾ n宮

上 院 附 務 fU : 寺 町 鯖 nll:

x  2  

雑になってゐる。

蚊股の上部が香狭聞に闘係あるとすれば、その

下牟分の娃が雨脚で立ったやうな形は、最古の蚊.

股む普到来式のものむ想起かち工夫したものであら

う。意識的にしろ無意識的にしろ、鼓飾蝶股の琵

展ずる基礎に主主った膜股の新しい構造の蛮生は以

上のやうに解すればー感納得されると思ふ。

さでかういふ輪郭が出来ると、文様的装飾慾の

自然の勢としてとれを何かで填充しようといふ愁

望が起る。それは既l乞宇治上神社本殿の二つの例

1' 1 : 現れてゐる。その一つは雨脚の内側梢上寄r ! : ) K

雲形のやうな突起が出てゐる。それに針R草して底

設から、猪同型の中透の言うる 8 葉の彫刻物が覗い

てゐるのは. 雨脚と連絡がえ主いから、うそ沼博士の

言はれてゐるやうに恐らく後世追加したものでる

らう。他の一つのif 股は雨脚の中程から斜に中央

に向って伸びながら凸凹を作り中央に矢張り猪回

型の中透ある英葉を形成してゐる。との意匠は全

く共の鎌倉時イtl'亡」岐に用ひられたもので恐らく

その先踊ではなく、鎌食時代以後の迫力Hでない治、



と想像される。それゆゑとの宇治上紳批の 2 種の

蝶股のうちで問題になるのは前者の雲形突起でめ

る。とれから後者のやうえに中央強調の墳光文様lζ

強展したと想像される。なぜならばとの斜下に向

って伸びる宮木の伎と蚊股上部の曲鰍と相候って

大間K 於いて喬狭聞を形成してゐるからである。

この事情乞幾分間解すると思はれる香狭間の貫・例

としては例へば若狭間紳宮寺木堂酷盤や大和の主

静宮寺本l : . ( : 1 i l ! 径の容狭間 ( M央}

旬日時、. 一 ー 日朝 一品

右 山 寺 御 影 堂 Z頁 漏 湿 の 香 狭 間

生寺槌頂堂のものなどを傘げるととが出来ると思

ふ。または近江の石山寺御影堂須繭壇のものも好

泊例である。とれには香狭間の下字分の轡曲棋が

南方ーから伸びて中央で合して中央強調の谷韮と 8

葉を醤展させてゐる。とれらは執れも鎌倉時代に

属する例である。今との石山寺の香狭間と全く同

ーの意匠より成る蝶股を同時代のものに求めれば

紀伊の浮妙寺多賀搭むものである。とれに見らる

ｩ 中紗句 ｦＧ 多主主ｾのｾ股Ｈ紀 伊 ｽ

ｾＺ＾ζ 様は ｬ 誌だ潟質的なものである。然し不自然な

結在求めれば草花の真中から菱が出てゐるかのや

うに見える黙である。とれはギリシヤの「首からあ

る不合理で言うって 、合理的に嬬解すればとれは質

際 l立花の中から蔓が出てゐるのではなく花の彼方

に蔓が伸びてゐるのを遠近法なしK 表現したので

あるとも見られる。 文様だからそれほどの合理化

は必要ではあるまい。さてとの膜股を若狭の明通

寺本堂の jjf. 股と比較して見ると、とれは大分文様

性廿」l

‘t  

明 泌 ミ 在 京 掌 の u ! !11 ( 若狭)

が便化されてゐるけれども 、全く同じ系統である

ととが明かで、ある。その中央の三葉がクローパー

型の中透しがあるやうに見えるのは 2 枚の側面た

見せた葉に外怒らないととはとの比較によって明

瞭になる。明illl 寺のものは左右の花から出た蔓が

2 本上方へ伸び放しにたってゐるととるが著しい

相違である。それで、持妙寺多望号塔のものにーさう

近いものを求むれば、同寺の本堂の蚊股が泊切で

出 H H凡ι HHHF U

んぽ意」
ζ  ご』

f ，l i 妙寺本当E の 絞 股

ある。とれを明通寺との中聞に置いて考へる左足れ

ば文犠強展の跡は更に明かになるやうに思はれる

のである。さうして此庭に見る背中合はせの 2 葉

を側面から見て一つの文様車位を形成する との工

夫はアラベスクに展々見受けるととるである。と

れは偶然の一致か否か、とれらの質例に見るとき

は系統は西方のものと一つ友りとも 思はる L も、

資料的に見て如何にもわが閣のものなるごとく忠

3  x  



(二t *t る。

他方l亡上の貰例を偶然のー設であるととを担む

やうな四万臭い質例がるるのでるる。それは例へ

ば近江の長森寺木堂の蚊JI交である。との文様を形

長 忍 寺 水 量 士 の 鉄 股 t定 江 )

成してゐる資料? とる植物は如何にもわが囲む純粋

のもむとは認められない。部1掲のギリシヤ文様に

酷似してゐる。吾々はかういふ硬い感じのする草

花を見たととが主主い。然し熟視する t亡、さういふ

硬い感じは構成的支持カを登揮しゐるとともそむ

主主にる原因であると思ふ。今試みに前掲の得妙寺

Q) . l l ! ' 肢と比較して見ると、彼にあっては下方へ斜

に伸びてゐる蔓はカi : 表現せ歩、ただ文接的作用

しかないが. 此の長蒋寺のもので、は雨脚から伸び

てゐる相官; ったい惑は各々 2 木の太い傘蔓を出して

x  4  

ゐる。そり下方のものは左右から伸びて外方へ悠

きながらその頭を突き合はせてゐるが. との蔓む

斡から巻蔓への棋は蝶股の雨脚の上方内側の屈曲

線と共にがっちりした香狭間を形成してゐる。加

ふるに残 Dの 2 木の土方へ伸びてゐる各蔓はその

内方へ鎗き込んだ頭を以って. 蝶股C 上部即ちそ

り上には大き伝斗が載ってゐるむを下から支持し

てゐる。その外l乞倫 1 本の巻蔓と花を尖端につけ

た撃と 2，3枚の葉を出してゐる。とれらは皐に装

飾的のものに過ぎない。その外にも中央下部に審

査の頭を突き合はせてゐるのを上下から挟むやう

に左右から 2 枚づっむ葉が伸びてゐる、また蔓を

j民生してゐる根元から下方に 向って鞘大きい葉。

左右 2 枚が下の面に突張って蔓草の主主瞳の支持を

補助してゐる。要するにとの装飾彫物白金睦は車

なる空隙填充ではなくて克く構成的に支持カを負

帰してゐる趣が現はれてゐると思ふむでるる O . そ

れゆゑとれば蚊股装飾としてー進歩といはねばお:

らぬと ，F{j!，ふ。

前例は成程合理的で、は昔うるが. 装飾としては淋

しい嫌ひがある。元来構成的支持カは合理的表税

のためでるる。然し装飾if 股の装飾は、恐らく装

飾が第一色課題であらうと思はれる。そとで、蚊股

白装飾彫物は装飾的に殻展しえにければ放ら為こかっ

た。然し他方構成的支持も全然忘却しては左足らな

い。との南者の調和が蝶股装飾の主題であると同

時に、とれまた一般む工透喜美の主題で遣うる、周と

美との調和に外主主ら友い。との荷重を負檎ナるも

りとして植物資料の文様で、は先づ蔓が最ーも遁蛍で

ある。細い校は折れ易い感じを奥へるし. 曲鶴美

を表現するとともできない。蔓は柔軟であるから

曲紘美はその木傾でるると同時に、強靭訟支持カ

をも聯想させる。とり種の質例として備後の滞二L

寺名賀堵; の蚊股を穆げてよいと思J 刊とれに至る

悼 土 寺 由 貿 帽 の 帳 目 立 t術 後 )

と日本式の賓相筆の特徴が明かに見られる。大髄

l亡於いて避の配置は長誇，寺のものが基礎になって



ゐると思ふ。日il ち矢張 :1 その根幹主なす太い惑は

Ｙｾｓ 股の 雨脚の中程から斜下 ｬ 乞向っ て Ｒ 本の長い撃

と幾分短い 1 本と k 減益三しながら史 l乞中央l亡向っ

て仲びてゐる。長い蓮の3根恨元 lは念 2

生えてゐる。最も長い草は左右から仲びて中央で

合して上方に向って伸び、その中程に五緋花 左附

け、更にその上で二つに分れて宮様のものを附け

てゐる。との花を度中にしてその左右l乞各一つづ

っ同種花を並べてゐる。その黙を成す革は長い査

と閉じ根元から涙生してゐる。との瑳は左右とも

間接に花の上方で、尖端を猷般に捲いた 2 本の革に

分れ. 倫 1 木の蔓が上方の菅1'<: 聯絡してゐる。蕗(

j伏の下方の一つは根幹の惑の根元l乞寄添ってその

頭を外二J;j に捲き込んで、ゐるから、一見とムから IH

てゐる様な錯覚を起させる。左右の花3と附けた査

と中央の花を目付けた革との同の花の下のｾ隙を填

充するために、左右各々 1 木の朕JI 長のまをを派生さ

せてゐる。倫Ydf 股の脚が左右の下方の隅に作って

ゐる三角形の蹄隙を填充するため、左右各々 1 木

白旗; 伏の巻運を以ってしてゐる。その蔓と中央へ

伸びる長い査との問の股を填充してゐるのは長い

蔓の根元を挟む 2J 伎の葉の一つ・である。との手法

は西方の文様む文法を守ってゐるともいはれる。

すべての蔓が宰隙填充になると同時に外周にある

もむは皆膜股の内側 l乞接して支持的力を暗示し'

と白金障に支持力む筋金が通じてゐるやうにも

見られる。ただ中央の三個の花だけは文様的中央

強調の役割だけを負婚してゐるやうに見える。と

の装飾膜股は矢張り長蒔寺のもむから尚一段の進

歩をしたもむといはねばたるまい。との文様は一

つの型として} 華々用ひられたと見えて手許にある

ill J . 少な宜妙11の内にもなく同じもの釈紀伊の長保オ

の多賓待lこも見出すのである。

ヨたの種類は獲の代りに一切葉だけで聞に合はせ

るものである。とれは四万の文様 l乞I'; i ギリシヤ に

榊 榊 榊 ; 附rr

もアラベスクにも盛んに汗j ひられてゐる手法であ

る。 ｾｦ 股の質例としては前越の同じ寺院備後の浮

上寺の霊長資格に見られる。とれには竹或はアマリ

リスの葉のやうな葉ばかりで文拡が; 構成されてゐ

るので前掃の同寺の名賀J蓄のものとは一見全く 異

[ii' 宮寺多t ! J賓 の 妓 股 ( 編 後 )

って見えるのでるる。然しその構誼ーを熟視すると

結局、その文様構想、は大間一致してゐるやうであ

る。と与でも名賀; 硲: の場合と同様に 3 葉 l亡分岐し

た葉東が蚊股の雨脚色中程から斜下I' L 左右から出

てゐる。それは入手貝のやラに四方に葉を伸ばし

たものと上の 1 枚の葉で連絡してゐ、中央の下i乞

は 3 葉を下にし、その上に屑を張った長い 2 葉が

被ったものが据えられ、その上方に花が 2 つ. 上

方に伸びた葉の上に配置して填充に月ひてるる。

との花の塊は勿論その左右にある入手貝赦の葉。

1  i伎と連絡してゐる。それゆゑとの葉の組み合は

せが全騒のi構成的支持力を形成してゐる。然し花

もとれに於いては最も支持カを必要とする -"1- (2) .ist 

下にあたる底に而も膜股む雨脚の上部内側l乞接し

て俵入されてゐるから. 1 i l なる填充とも見られな

い。否とムではｾＢ主る境充 ｬ 乞過をないだらうが 、

との貼が支持カ表現としては物足らぬととろであ

る。然しあの名饗場: の) 5では習でまうったか ら、幾

分力を含んでゐるが50歩 100 歩でるる。然し名賀

i菩では中央強調には専ら 3 つ並んだ花がaうたって

ゐるが、 fj，賢i書; の二I j では花が支持力表現と中央強

調とを余ねなければたらぬ事情にある貼が違ふ。

5  x  



との蚊股文珠も流行したものと見えて紀伊の長保

¥干の多資格にも見出すのである。

然し蚊ー股の装飾用効j の歴史では構成支持力の表

現といふ役jlil ] l 注減弐! 亡; 忘れられる傾向を i待の摂過

とともに現はして来るゃうである。同じく鎌倉時

代に属するものと云ひながら、伊7殺の石手苛ごの桜

石 弓τ 奇，t魯 門 の mtl !i ¥f}l !1<) 

門の蚊肢に見出すものはその構忽が著しく遣って

ゐるゃうでb る。とれは桐の葉のやうな植物文をご

真中に据ゑてその左右に強い蒋から花捕を出した

百合の花に似たＨ矢張り唐草であらうがＩ中ｾ物文

を配してとの Ｓ つのｾＮ似の連絡は左右の花の花掛

の 1 枚が細く伸びて形成してゐるやうな蔓が中央

の桐の葉の下で合致して上向き恰もとの桐葉の怠ー

を崩してゐるかの外見を示してゐる。また花の誌

は相常の太さを持ってゐるが. とれは今迄の蚊股

に見たやうにその雨脚の中程から突ツ張るやうに

斜 下l乞伸びるのではなくグリグリを作って上に仲

び. I! Pち蚊: 股上部内側の幽棋に活ひながら伸びて

桐葉の雨肩のととろでとれと接続してゐる。 それ

ゆゑとの文枝ー構想 l会中央強調の桐葉を百合様の花-

ti:: つけた蔓が取囲んで、ゐる。矢張りさ長時が一つの

香狭聞を形成してゐるのであるが、それには支持

力表現 l金者取できすな. 安隙填充文様ーがその本領と

見られる。然しとれでも近江の宮川の脊日神社木

ｾａ 抑制水殿町餓Ｑｭ Ｈ Ｇￌ ＮＧｲｲｲＺｾ＠ 111) 

x  6  

殿の蝶股に比較すると米し も構成的要素をと認めら

れるやうに思はれる。

さてその蚊股の装飾( r J : 全くささ隙壌充より外の意

義は認められない。今その構想を述べれば. ヱトの

下方にあたる13i 股雨脚中央に嬰粟を息はせる漏斗

Jl 売の花を Gつ矢車般に据ゑ、その下に交叉した繋

とその雨側1'[: 葉を配し、矢]j[ j伏のア方雨隅の蹄隙

?と填充し、との植物文を中 l乞挟んで、その南側の大

き友空隙は膜股雨脚の上方内側即ち火燈型の雨肩

より下方lと向って 2 *の草花を吊 してその空隙を

填充してゐる。との草花は輩の周聞に Ｒ ケ所持 ｊｾＨ

に葉を取携らしたもので、その尖端は菅になって

説く尖ム蝶股雨脚最下端の鋭角の蹄隙の中へ伸

びてゐる。上越の葉の外 l乞適宜に華や葉を出して

蹄隙頃充を行ってゐる。中央の矢車j伏む花の上コI j

即ち斗の真下の火域型の頂里I i の場所は矢車般の高

さがそとまで及ぼす. 同側の主義下した草花は片符

ってゐる恥ら自然空隙を生ぜぎるを得ぬ。それを

填充するにエ人は全く給苦言的風景晴好から. 2 匹

の蝶を相向ひに矢車献の上の 2 つの花の上に止ま

らせてゐる。蝶の外側には垂下した草花の内側 l乞

北べ: - C2 木の蹴般の蔓を垂下して蹄隙填充をと行っ

てゐる。以上がとの蝶股装飾彫物の構想、である。

との説明で明かなやうにとの装飾文様は& : 隙填充

と中央強調との 2 つの課題を満足させてゐるが.

構成的支持カ表現は何度にも求められない。両側

の草花は雨脚の中程から突張るやう友趣は少しも

なく上から吊しであるだけでるる。また中央の矢

車J伏の花の塊とその上に止まったー封の蝶は中央

強調としては有効だが. とれに支持力表現を認め

るととは不可能で、ある。即ち中央強調で左右相稿

を明かにしてゐるに遁ぎない。との建築物は兎に

角; 鎌倉時代の ものとされてゐるのだから . 膜股袋

飾はとの時代に既1'[: とのやうに支持カ表現を無視

して填充課題に集中し . また給寄的要素もとの程

度! 乞加味し、動物資料を i見歩ると ζ ろまで進んで‘

ゐるのである。

とれから宅! 町時代の! l J ! i J股装飾を見る順序である

が、その叙述/ ' L . 移る前に今迄の蜜還をと k で ーl伝

まとめて理解してi置く方がよいと思ふから、それ

を概説すれば、装飾岐股は平安後期はその基礎と

なるべき輪郭を構成した。即ち名の如く蛙の脚者と



鞘張った .)cJ うな或は泊千葉の火ぷ: の J会、のやうな輸草1;

:主 成し、そと l乞頃充援飾の課題であるささ隙左作っ

たのであった。それまでのやうに板蝶股ばかりだ

と援飾は絡強的にだけしか蛍燥しないが、との中

毒IJ 式の膜股l乞よって彫刻的装飾の活動する舞蓋が

出来たのである。それから鎌倉時代l乞入って愈々

袋飾的内容を張展させた。興味昔うるととはとムで・

3ζ 校史の進行を大館反覆したらしし矢張り賓相

筆系統の資料を周ひて文様を構成してゐる。その

基礎K は香狭聞が影響を奥へてゐると見られる。

との人工的植物資料のものは構成的支持力表現lζ

可成り重製j を置いてゐる。さうして文様史の初期

と同様にと L でも西方文様の影響の痕跡を認めd '

るを符ない。とれも建築装飾と して荷重負揖的支

持力表現や中リと強調と左右相按、蹄隙填充など西

方的文按法則の遊恭の痕 も著しいのではあるま い

か。との形式規t ; t IJI て針抗するものはどうしても自

然的真貴で言うる。そとで家相撃的乃五西方資料的

要素を日本化し、ｦＡ ｐ ち自然的な日木 ｉｾＧ Ｚｊな資料を以

って同じ構造の文様を形成した。 ζ の自然的資料

を用ひたととろから 、文様構成の法則に劃して自

然の法則を抵抗させ、安井; に支持力表現といふ大き

な負換から脆却しようといふ努力が見られるに至

った。との自然的要素が濃厚になると共 l乞檎欝的

要素も加味するに至った。然し鎌倉時代に於いて

は空隙填充 l会勿論D とと. 中央強調や左右相稽主主

どの一般的文様法則 lま未だ厳守してゐるのでるっ

た。勿論史的強展は任意に時期をl i [ j ! t 1J し得るもの

ではないが、大関に於いて鍬倉時代はとの程度に

止まったらしレ、。

さて室町時代の模l改装飾を貼倹しよう。上I' L見

て来? とやうに鎌倉時代では文段資料をわが閣に採

るととは試みられたが、未だ甚だ小心で、あって依

然として西方的植物資料の範闘を出放かった。J . ! [ I

ち日オ立の槌物を資料に用ひても i霊草乃ヨミそれに洋t .

やるもので、あった。それが室町時代では Jl i l . 材範闇

理事同神社家照的E耳目量{ 託江・小八木}

: オ! 主張した。その一例としも近江のr J 、八木のが日

1神社本殿の蝶肢を傘げよう。とれは中央強調とし

て蓮華｛ｾの上に据ゑた資珠在以ってして 、 その雨

Ｇￍ ｕｾ は雲文を以って Ｑ 奨充してゐるのでるる。即ち今

迄I' L 見たものと同じ構成を唯異った材料を以って

してゐるのである。また植物文であっても臼木の

ものを強 く人工化し? と。例へば長門の住吉紳祉木

殿蟻股である。

ｪ［・ｾ ｩＺｾ＠ rd: 本 照 的 l1. n主( 長門)

次に文様織成上位. 閉すべき饗化l去、との時代に

於いて左右相稽を破らうとする傾向注視はしたの

である。それも "ii J 成り 小心に開始されたらしい。

例へば近、江の小津紳祉木殿の蝶股で、a ，る。とれで

1) 、持軍申尉: 本殿町線股( ' i Em

lま矢張り中央強調のためには犬きな蓮華を真中 l乞

据ゑてゐる。その南側 l乞捻込みの強L"葉の来を依

めであるが、然し仔細に見ると、とれは 1*の 杭

物らしい。今迄見て来たものでは Bつむ植物を用

ひたが、それを連絡してもその連絡の仕方は文様

1' 1': 1 で、るって不自然で、あるととを逃がれ汝かった。

それをとの工人は 自然的合理的に納得させようと

労めてゐるのでるる。と. I . I ' C 見る植物は根元を蚊

股の右脚の下の隅に置いモ左方に向って京を伸ば

し、中央の蓮華もその撃はとの同じ根元から祇生

して屈曲して上向きに斗の下lモ向って伸ぴてゐる

のでるる。さうしてその左右差うる i翼充の葉の塊も

同 じ 根 元 か ら 派 生 し た 翠l乞附いてゐるものであ

る。そとでとの全簡は娘股の中f ' L l つの花束。を蹴

へてあるに過をない。然しその結果との左右の葉

7  x  



取が右のものは '1:
'
央の述筆l乞頭を接してゐるが在

のものは蚊股の左脚に頭 : f i : : 接蝿するといふととに

なら古るた得ない。 ζｾ fと巌密扱左右J十f: J 栴は破ら

れてゐる。然し金砲として釣合" k 失はすでω. 填充の

J定例も充分果してゐるのである。左右相稿を破っ

て境化をと作り、而も釣合を失はないといふのが、

本邦の文様の重要な特徴であるが、老町時代のl l i t ' J

股装飾で、それが積箸l亡現はれてゐるととは興味あ

るととである。而もそれはとり貰例 l亡見るやうに

nffi 窓意的に異を樹ててとの法則を破って・快を遺る

といふ不遜な仕方ではなく人情を併し僚理を識し

た上で而も恨み深く目立たぬやうに破ってゐると

とるが、心にくいと思ふ。さう思って見ると例へ

ば美濃の新長谷寺の三重塔の蚊: 股なども或は同 I惰

新 長 谷 寺 三 原 幌 町 蛾 mi: ( 奨浪1

好の一月号巧者なものT はないかと5廷はれるのであ

る。とれは一目見ればどうしても単なる左右相稽

の植物文としか思はれない。熟視すると中央む花

者三支へる藍が左手から出てゐるのでb る。そとで

との花枝は模股の左脚のタトにその根元を持ってそ

の沃生した枝はとむ蝶股の輪郭外に部分的には逸

出して. 殊にその花を清けた撃は上方へ蚊股の外

へ伸びて遠く替曲してその片端を右脚の内側へ可n

かせて填充を行てコてゐるのではあるまいか。かう

いふ想像設も全く根撮がえ主いとはいへないの‘ であ

る。

室町時代には取材範阻が動物にも及ぶ。先づＩｾ

大 山 岡 持 病: 八，" " 宮町宮略目を I指1墨}

x  B  

並なものとして信濃の大 山図紳批八 ｬ 隔宮の ｾｊ 股 Ｚ｣

児ょう。とれは枝にとまってゐる il 忠告と 向き合はゼー

て雨二j;j から 1詠んだ花を真中にしてゐる。坊の背の

上の昼隙を填充するに花と葉と左右一つづっ据ゑ

てゐる。とれは他の工醤範囲では慣用の左右相栴

II ' : J 花鳥文の型でああ。雨方の影響も多少は含まれ

てゐる。然し勿論かういった種類の見慣れたもの

は直に飽きが来る。そとで、同紳駐内の八郎明紳ifd:

大 山田紳 社内 八郎明鼠 ｉ ｪ ほ の ｭ 股｜ｾＡｴｊｬＩ

政股 iま純然たる給文様である。; ; j ミの枝は右寄に下

から伸び、てゐる。その校に猛禽がとまってゐる。

烏は斗の下に頭が来てゐるから躍の大部分は斗ω

右側にある。そとで左側白星隙は切自の深い大き

な葉と小さいこ伎の葉で虞充され、烏の背の上即

ち嘆股の右肩の内側の宰際も一校の葉で充たされ

烏の尻尾と蚊: 股右脚の下の隅は岩の端のやう友も

のが覗いてゐる。要するにとれば奥山の一風景の

切抜去に外主主らぬわが総書の題材でるる。

上の質例で、は動物が静止のJ伏態に重うるととは注

目ずべきで、ある。然し接飾文殻がかくの如く結語I

的になったからには木邦の給高の特徴の一つで、あ

る動的契機者とも 利用するととが蚊股の装飾総按に

も出現してよい筈である。さういふ質例を求めれ

ば下野の西明寺i懐門の嘆股もその一つである。と

商明号i ' n'l ｾ，の岐ｉＡ ｑ ( 下野)



れ守は二頭の獅子 ｾ資料と して ｈｬ ひながら 、 とれ

をと向き合はせて左右相稽にするととた 1故意に避け

! 荷頭ともに左へ向けた。同じ方向 l乞向きながら静

止の7状態に置けば、全く聞の抜けた外観を呈する

だらう。憤然右から左へ歩むものとして表現せね

ばならぬ。雄獅子が先に立って雌獅子を導いて行

くととろでるる。取合はせた植物は革主主ぞ遣うるが

花から判断すれば牡丹であらう。今一つの例とし

て上野の雷電紳枇八幡宮及稲荷紳祉の l討- 肢の蝶股

何明 ｅ 静位八松市土お向 ｾｉ 辻申ｾ股Ｈ上野Ｉ

を奉げよう。とれは蝶股雨脚聞のｾ Ｎ 隙む真中に天

胡る費鳥を据ゑ、その周囲に雲文を以って取繰ら

した。烏の上と下とには大: 睦左右相稽の雲文を封

立させてゐるが、烏の左右即ち前後には雲文の類

似は主主い。天胡る烏を表現する以上左右相稽は既

に問題で主主いわけである。

さて今見た 2 つの膜股についてはE互にその内側

白装飾彫物ばかりで主主しその輪郭を成してゐる

蚊股自身が装飾的殻展を途げてゐるととに注意を

喚起せねばたらぬ。然し蚊. 股自身む輪郭の装飾的

強展は板蝶股の方では既に鎌倉時代から盛んに行

はれてゐる。否唐招提寺の奈良時代から行はれて

ゐそといった方が適切であらう。探しとれは何分

平面的で、あれ 単に輪郭の撃を化で言うるからさほど

多様には強展の仕按も友い。それと遣って雨脚の

蚊股で、は立髄的で、るって襲化の告余地がある。西明

寺樫門のm日p段では金胞が賓相華文を思はせる園祭

から成立をてゐる。クト視の著しい相遣に拘ら歩、

とれば他の一つの需電紳社末祉の蚊肢と同じー茸匠

ではないかと思はれる。さうして雷電紳j社末祉の

もの はギ リシヤ文様 I' C頻繁に用ひ られるアカンサ

ス文様を想起毛士宮るを得ないのである。鞘を成す

葉に包まれた撃から致僚の葉東や革に分岐す ると

とろが全 く一致じてゐるのである。 I!Y'Y1寺の也の

ではとの鞘燃の部分配非常に短縮しその結果それ

払ら派生した蔓や葉東が16i 股の悶属の| 直下から出

てゐるのでその分岐 した 部 分 が 長 し そ の 持 込 み

に派生の場所の虞近までに及んでゐる。と L で1主

; 怠すべきは吾々が鎌倉時代の蝶股で内部装飾む彫

物として見? とアカンサス様の植物文が蚊股自身 i

に移ったのである。即ち内部接飾がその輪車11であ

る蚊股に移ったのであるから . との文様装飾が更

に進ん・でその輪郭を越えてその外周に殻展の舞嘉

在見出す経過へは唯一歩で、ある。それは次の時代

i乞主として途げられたととろでるる。尤も蚊: 股の

内側も内容的に連絡なくまた彫刻でなく彩色によ

って蚊股の外側を装飾したものは既に室町時代に

も見られる。例へば備後の滞土寺多重安塔の蝶股の

如きである。

ii i 土E寺多賀! t の銭放( 術後〕

桃山時代に入ってからの装飾膜股の饗還は先づ

蚊股の内外の装飾の関聯を つ ける方向に進んだや

うに見える。輪郭と しての蚊. 股が超克さ れるので

ある。その第一段階と して、山被の西本願寺の能

百与本Ｚ際占え宇古 ｩｈ 舞ミｾＺの峻股 ｬｬｬｬ 峨ｽ

舞基の蚊) 肢を星雲げるととができる。との中央強調

は桐の紋によってなされてゐる。然じその周囲に

生する蹄隙 lま皆寅相筆様の捲込あ る葉韮を以って

iされてゐ る。 ととるがとの蚊股の雨脚の末端か ら

矢張 り同様の葉東が1民生して主要相華風に捻込んで、

ゐ る。との膜股の内外の接飾資料の同質によって

9  x  



この輪郭は乗越えられたと見るととができる。と

れと結局同じ構想を少 し饗へて途げてゐ るのは同

じくLLI 城の豊闘紳社麿- 門岐股である。とれは矢張

jぷ2李会= = 、稽鼠.
... 
h  

- j s j Aj s hJ tた-
ｾ関祢枇ｦＮＧｉｲ Ｙ の鯵Ｎ股 ｬ 山 城Ｉ

り中央強調として五三桐を用ひてゐるの・である。

燃しと. ¥:e' f'ゴ: 蹄際填充は問週で主主く 、恰 もとの桐

か ら資相華風の巻葉が四万へ繁茂してゐ、! 膜股の

生命郭からはみ出してゐるのである。とれらは桃山

時代の蝶股袋飾の蛮農の第一段階と見てよいと思

ふ。かういふ輪郭を破らうとする傾向は恐らくと

の奔放不醸の時代思潮がと. ¥f ' L 現はれてゐるので

必歩しも西洋のパロックとその表面上の類似だけ

で比設さるべきものではないのでるらう。とにか

くとの契機陀よって常イその豪華趣味への稜展の塗

li.: 拓いたのである。

既に第 2 の貰例に見られ るやう陀 、桃山時代に

は袋飾彫物が今迄の時代に見られたやうに輪郭に

拘束されてゐ友いのみならすヘまた膜股の存在ナ

る王子商にも停止してゐないで¥立慌的に殻展 しよ

うとする著しい傾向が見られる。とれは宮彫一般

の傾向である。恐らくこの時代前後から悌師の存

在が影が薄くなって彫刻師の活動舞華が狭監にた

れ宮彫大工の領域に侵入して来たから、装飾彫

刻j に於いても出来るだけ丸彫を用ひてその本領と

する技術在揮はうとする結果であるとも他面解さ

れるのである。その油例として 山城の北野神社南

北 野 草 申 枇 構 内 の 鎮 股 (ill 1/耳、

x  1 0  

門の蝶股を見ょう。とれは室町時代のものに見た

謂はゆる繍脅的題材を選んでゐる。獅子は今はそ

の巣窟から出ょうとしてゐる。獅子l会外に何か獲

物か或は敵封者を見附けたらしし離れた所を犯

ひ. 健かに吻を明け除、らうとしてゐる。ヨ々の瞬間

にはタトの物に飛びか L るのでるらう。題材は給詩

的でも運動的でもあれ立躍的でもある。備とむ

! 暁股の上には斗の雨側l乞雲文の如き彫物が突出し

てゐる。題材・内容はそれゆゑと L まで及んで、ゐる

のでるる。

西 京 願 寺 飛 袋 閣 の 1 1 ' 股 ( 叫l碍，)

とれと同じ構想のー暦琵展したものを山械の西

本願寺飛雲閣の膜股に見る。と L では摸股の内部

には醗波の上3 : : 疾揺する窓馬を表はしてゐる。馬

の上方、蝶股の肩の内側には雲文が見られる。とれ

を史に斗を越えて護展させたもののやうに、斗C

E 上に大 Ill 袈君主雲文と して懸魚が垂下しアて来てゐ

る。 限界を越えて内容的陀開聯する我事術C 到底

l乞見る手法ではるるが、輿味ある責例だと思ふ。

百本願. ミa ' J . 普門の m股( 山減)

更に進んで西本願寺の唐門 ｄ 蝶股ｾ見るとＮと

L では宮彫師は殆んど膜股の存在を無視してゐる

かのゃうでるって、蝶股の左脚の内側に松の樹む

根が見えてゐるが、その松は膜股の外側左右にそ

の校を張ってゐる。右には他の松の斡が見られ左



右 i亡怖がある。! 岐! 肢の内部- ( まいに翼を撒げてかf

ってゐる孔雀在表はしてゐるのでるる。題材は甚

だ倫観的るる。と L の蚊股は紺師が襖に措くとき

に、その緩や引手を無視する程度に近く無視され

てゐるのではあるまいか。さうだとすれば、接飾

ｾ股の殻展の極限をと ＮＮＮｋ 見なければならね。

さう思って見ると 、江戸時代に於いて裳飾膜股

が全開平板的にｾ 0. 雨脚dうる立骨量的蚊股と板蝶

股とり融合したゃうえ主例を見るのは常然の殻展経

路であるともいへる。例へば下野の日光東! 照宮上

東 照 宮 . 1 : 静 原 町 峻 E空( 下鈎)

紳賭の蚊股である。とれは等ろ板妓股の中に待狭

間のjf多を中制りにしたといった姿である。用ひた

裕料が江戸時代を示してはゐるが、装飾政: 股の溌

JRの 出 世 賄1'[. 立ち突ったともいってよいもので

ある。

以上で言ふべき事は議されたわけである。袋飾

蚊肢の商白 l床はとの局部的建築装飾に於いて而も

文様兇の小規模の概観が代表されてゐゃうと思lま

れる結・である。

7付記: との研究は一々貨物を調査して途げられ

たものではない。建築皐合版の「文検集成田

l亡出てゐるものを材料として述べたものでわ

る。色彩のない寝耳版のととであれ細かい

隅々まで¥寝耳に明白に出てゐるわけのもの

でないから、多少の誤謬のSうるととは保し難

い。自分も機舎を得て質物調査したいと思ふ

が、f専雅の士は御叱正下さらば望外の幸せで

ある。祉寺の所在地は同集成には園名で表は

してある。山城といふよりは京都といった方

が明瞭ではあるが、矢張り同集成を傘重して

そのま ...K用ひたのである。

Cj 在者は 八高教授〉

t  1  x  



逼十専山片観

建築について、少しも知識がないため、かうし

た文章者と書くには、細部l亡捗った術語が分らす示、

自分でさへ歯がゆさを感じるのだから、専門家の

方々に l丸説明不十分で. t i ; - * 日りにくいと思ふが、

資際に演能をしてゐる立場から、又能楽堂を経営

してゐる一員として、司王常から汚へてゐるととた

まとまりもなく羅列してみゃうと思ふ。

務蓑舞

ａｾ＠

開E

事 皐

第 1 国

工島平Eの能楽堂の多くは、 9加也む閥係から. 第 1 岡

の如く、地謡座のあたりで切断してゐるため、最

上の席が、惜ーしいととろで少くなってゐる。叉.

能舞甚はE 方形に突出 してゐるから、演技を誌か

らも眺めるととが出来る。とれが所謂、 ワキ正 面

といふ部分である。芝居が平面的であるに劃 して

能が立腫的だといはれるむは、 との需であ らうと

思ふが、貨は、 とのワキ正面の席は、演技の細部

み ・ ヲ L' "

: r 鑑賞す るのに便利で¥ 玄人筋とか、見功者の好

包

能燃は徳川幕府によって式繁とされてゐた闘係

か ら、徳川の大奥にあった能舞蓋が、すべての標

準となってゐるととは、瀧もが知ってゐるととだ

が、今後、舞蓋た建設するならば. その舞蓋を規

格として、それより古い時代一一例へば、桃山時

代の木願寺の舞基一ーの能舞菱様式を自由に取り

入れてみたい。何故なら、古い時代の豪放にして

索外左足鋒基が. 一容に能の演出に合致するからで

ある。かと云って、徳川の規格舞華を無視してし

まっては . かへって能の約束 l乞背いて舞ひにく L

なるでるらう。

何といふのか、 よく分らないが、桂の商とり .

k.5-ト肘木、基股. 勾欄のやう君主部分l丸 是 非 と も

} j い様式で、ありたい。

上

τ l  

T  

J  

， 
， 

〆

、 〆

、・ー・・.... . . _- - - - - - - - - - _ ..... ...' '''

第 2 園

τ  

中

2  

はし tJ ' ;がり

能舞築陀は橋懸といふ厄介なものが附属 してゐ

るので. 観客席の取り方が商倒だ。普通 は第 1 闘

の如し槻客席の中央部が、大関、舞華と橋懸の

槽ぎ目あたりに左足るため‘ 自然、前伎の中心は観

客席の右半分で しか行はれない結果とえにる。さう

かと云って、槻客席の中心部l乞舞惑を持って来ゃ

うとするには、橋懸の長さを縮少するかーーとれ

ば能の演技にも翻賞陀も差支へて、絶封に不可

- _ー槻客席を 、地謡側の方i乞、 もう三分のー ほと

楠大 しなければならない。それでは飴り陀も大き

な商僕を要するとと L なる悩みが生じる。

元来、能の鑑賞は、舞墓の正面位置で、しかも

橋懸念 切幕( 揚等〉まで見通せる場所を最上とす

るので言うるから . 舞蓋の正面腕客席中でも 、や L

右よりの部分が最上と怠る課である。ととろが.

1 2  x  



むJおなのである。そのため. との部分の観客席も

十分に利用しなければならない。 f 大盟、観客席の

上中下を闘示すると第 2 闘C 如くになる〉そとで

私は. 闘形劇場式友、| 団形か若しくは楕悶形の観

客席を作り出したら、比較的面積の節約が出来る

と同時に、昼間む部分配廊下又は休憩室などに利

用するゆとりが生じて都合がよいのではないかと

考へてゐる。何故図形風のものを思ひついたかと

いふと、舞蓋の上から見ても、観客席の方から見

ても、固形の壁画といふもむは、ふっくらした落

ちつきが生れるだらうと想像するからでるる。同

時に、観客席に最上の部分を、より多く取りたい

篤訟C でるる。とれは素人の昼想であるから、専

門家C 御意見を聞かせてほしいと思ってゐる。

叉. 能の観客席では. 何鹿にゐても. 演技者の

庄の動きが( 足袋の先D 動きまで〉ハツキリ見え

なければ、能( l ) . i ft( l ) 鑑賞は出来ない。それほど、

能l乞於ける足といふもりは大切なものでるるから

観客席の勾記、舞華の床の高さなど、十分主主考胞

を携はれねばならない。足並ほ. 2 階の観客席は.

その鈷に於ては非常に便利だが. その代れ上か

お も て

ら見通なろすから. 肝心の面の表情かつかめ歩、鑑

賞上、最適とは云へない。 2 階はどうにか辛棒l土1

* るが、それ以上は、能i乞於ては空く零であって

工夫する償値がない。

3  

簿蓬の床板から上の、i住の高さといふものは 、

鑑賞上に多大む影響がるる。高温き・ても低ナぎて

もならえにい。演技をしてゐる人物を大きく見せる

尽には、高きに過をるよりは. むしろ、や L 低い

闘の方が、‘ 落ちつきがあって良い様に思ふ。との

かが 、いた うしろー

子容に 開輸して. 舞盛正面白 1売の鏡板の高さ、後& :

a陵会. 白f

・跡座の天井の勾配主主ど l亡、密接な闘係のdうるこ

とを無視出来左足い。鏡板の高さが低しその天労 4

の勾配が. やム念主主場合は、舞基の桂の高さが比

較的高くとも、人物の姿は大きく浮み上ってくる

ものだ。

時によると、舞蓋の上、三方I ' C. J主赦付の幕を

つるととがある一一私む好みでは、騒々しくて嫌

でるるが. との場合には、幕の長さを設定して.

桂の高さを決定したいと. ひどいのになると、演

技者の頭が見え友い様左足時があるものだ。

4  

舞華の床板むはり具合は、越度のしたやかさが

• • • 
必要である。床i亡し汝ふととろが放し廊下の様

にキチンと竪くはりつめられたのでは. 舞u- にく

いし. 長時間坐ってゐるととも出来ない。とれは

ぬ 舎

多分床下の筒; の盟栴によるのかと a官、ふ。

4たに 、橋懸の長さと角度でるる。 dうまり長くて

も、前技I ' C 差支へる。徳川大奥の規格舞華の長さ

は、たしか13聞かと思ふか、コぬ髄10間ぐらいがよ

いかと思ふ。舞蓋と橋懸む角度であるが、とれも

規格舞蓋は、舞蓋ｉＧｃｾ錯して、大韓 ＴＵ 度位に主主って

ゐるかと思ふが、とれも 75度ぐらいが遁蛍であら

三橋懸に於ける演技は、角度が小さくて橋懸が

後方へより過ぎても、角度が方きくて前方へ出ナ

ぎても . iP.P- ひにくム主主るのである。

5  

近頃は、舞華全世を. その屋根ぐるみ. 能楽堂

の中に牧めてしまふととが流行 してゐる。( 例へ

o u. び

ば. 大阪能幾殿、東京費生舎の如く〉槍皮葺の屋

少たら

根の姿、均衡のとれた舞華C 態えにどのために、と

れは見? と自には非常に美しい。然 し質際に演能を

鑑賞すると主主ると、それがゐ雛人形む御殿の様えに

感じになって、舞華麗は美しくとも、演技者自艇

は一種の賭景人物とたり 、完きく浮き上って来友

いうらみがある。そのため、よき鑑賞を しゃう と

思へば、鑑賞の位置が非常に局限されてくる。治、

うした結も 、専門家と膝を交へて研資したいとと

の一つである。

6  

能祭ｾ Ｎ ｾの槻客席の設備は 、 王ｬ［ｬＮ在ではまだまだ不

十分だ。一流劇場の進歩ーしてゐる程度には 、総て

lこ於て完備したいものだと思ふ。

そのうちで、一容問題になるのは 、椅子1指か昨:

焔かといふととであらう。とれは各能襲堂の観客

Mの好みにもよるが 、大植の傾向は、椅子席を良

しとする方が多い様だ。然し、との事は、能祭主

の経替にも密接主主闘係があって、座席を簡単に捨

て去るととは出来左足い。先づ、椅子席 7 、座席 3

叉は半々ぐらいの見嘗で考慮されねばなるまいと

思ふ。但し、能は芝居ーとは遣って、一曲が 2 時間

近くも時聞を要するため、椅子の構造は長時聞の

鑑賞に耐へ得る程度でありたい。まさかクッシヨ

ンの良い安楽椅子といふ誇にも行くまいが、何と

か工夫したいもむだ。

その他、食堂、休憩室、廊下、化粧室などむ設

備、殊に最近では、防空開係の諸設備を完全にし

なければ友るまい。主主ほ叉、冷房暖房の設備のむ

つかしい現在では、 i菌蛍な換気通風主主ども: おいに

1 3  x  



考慮されねばなら友いと思ふ。

先てえ六植のととは、劇場c 設備と問ーでよいと

思ふが、鏡の聞と業屋は大分相違が重うる。鏡の聞

は多人盤出演の能にも困らないやう、十分主主ゆと

りがほしい。叉抹光照明も、舞華同拡忙、ゆるが

せにしないで・、裳束、面などが、十分盤へられる

やうにしたい。楽屋は芝居。様な小部屋式ではな

い。装東部屋、シテ部屋、ワキ部屋、地謡部屋、

狂言部屋、曜子部屋などに分れる。そのうちでも

シテ部屋、地謡部屋、装束部屋の三つは、大きな

一間を分割して使用してもよく、間金取り外せば

一部屋にたる様にしてもよい。又、近代建築で、は

防音袋置が完備してゐるから、舞謹上の演技の進

行見合が幾屋に通じ主主くては閤るから、拡競機を

使用して、針昼の様子が、楽屋中へi J I じる様にし

なければならない。

7  

現在の能楽堂で・、ー倭ゆるがせκ されてゐるの

は、舞華の採光、照明であらう。元来が夜の演能

といふものが無かった能舞護であるのに、 j品見

lはま夜の能が激i増曾してゐるのだカか為ら、その賠を十分

考察してか L らねばなるまいと思ふ。

先づ筆聞は自然の光線を十分に利用して、電気

照明はその補助としたい。査聞でも電気j照明にの

み頓るのは、能本来の姿か ら考へて、私は賛成出

来主主い。

さて夜間の照明であるが、現在で、は甚だ原始的

で、た Y 普通電燈を四角の庄に取り付けたり、ー舞

蓬正面或は雨横の天井K 近い部分に、裸電球を羅

列したよ才る程度でしかない。イ霊、能の生命で

ある、商の生きるか死ぬかは、光棋のるたり具合

一つによるのであるから、現在の様な照明では問

題l乞友らないと主は勿論である。とんえに堕梅で重う

るから、夜間照明は、壷聞の自然光線に近く友る

やう工夫するととを中心にして、面、接束などを

美しく見せるととを考慮せねばなるまい。舞蓋の

天井に、いくら電監の1設をふやしたととろで、舞

華の隅々まで明るく主主るととはなく、舞遂の隅へ

出た時、演技者は真黒になってしまふ。又、たと

へ舞華の中央にゐても、上からの光棋だけでは、

嫌えに陰が出糸. て、面主主どゆがんで見える。とんt . J .

-なあるから、何うしても舞華外の遁首の場所から

光を奥へ主主ければならない。然υ、正面の奥t亡、

床九にかけてゐる磯子方、舞華横にｾってゐる地

謡の眼を射るやうな光棋でるっては面白くない。

照明の設置場所、照射の角度など、能の-演技l乞合

殺させる様、十分研資されなければならない。

先日、夜間の野外能を、京都IHI 山公闘の背書提出'

x  1 4  

で催したが、その時、観客席は暗いまムで雑益に

のみ照明を設備したので、殊に野外のとと L て、

庚大友場所でb ったから、舞蓋だけが、それとそ

ゐ雛人形の御肢のやうに美しく浮き出して、思は

ない効果が上った。芝居などでは、観客胞を H苦く

して舞筆のみを明るく浮き上らせるととは常套手

段であるが、能では皆無のととであるだけに、と

の効果は十分考慮せられねばならぬと思った。＼＼ｻｾ

し龍の観客の大部分は詩本を手にしながら観能す

るのでるるから( 貫 l- i 椅子の背面に謡本用の見事ー

さへ設置したいくらいだ) 観客席左全く暗くする

ととは出来友い。かと云って一副1勾; に減光した り

するのでは、今まで、の習慣上、何となくいやらし

く思はれるに遺ひないから、はじめから観客席の

照明を、舞叢よりは暗いめにして置き、舞聾への

み瓦r.J.. 光を興へるやうにしたら伺うかしらとも思

うてみる。

8  

以下1:J : 、と の非常時局下では、たど単なる益想、

に過ぎないかも知れ君主いが、ほんの参考ーのために

蛇足を加へてみやう。工千人 2 千人を牧容する大

能楽堂の外に、 5 百人から 2、8 百人程度の人員

のための中能楽堂、或は 1 百人程度の小能繁堂主主

ども工夫されねば友らないと }i'i!，ふ。

それに就て、各対都市には、その大きさ に艦、じ

て、ーっかこつ位の大能努聖堂を、個人的な経畿で

なく建設して、各流各涯の人が共同で使用すると

とが望ましい。質際問題として、日曜祭日だけの

演能ぐらいでは到底、大能努聖堂の経管は閤費量であ

るから、何かの方法で、その能繁堂自睡で経営の

立つ方法を考へねば友るまい。それ等の方針によ

って大能型経堂は設計さるべきでるらう。とれば、

ほんの私の思ひっきに過ぎ左足いが、能当警合館とか

文化合官官とかいふ風主主名の大建築物を作り、その

最上階』段階を大能繁堂にし、自然光棋をも十分に

取り入れた能舞華を作りたい。その他の部分には

中古旨繁堂、小能繁堂などをも設備をし、此底へ来

れば、何時でも、能でも、謡でも、曜子でも、何

でも見られる、聞かれるやうにする。その他、何

でも自由に稽古したり、研究したり出来る研究室

稽古場のやう主主ものを常設する。との建築物全睦

が能楽の一大合館のやうにしゃうといふのであ

る。或は官余裕があれば、貸事務所にしてもよし、

常設映番館、常設食堂を作つでもよいだらう。と

んな聾梅に浮きへれば、演龍舎だけでなく、との合

舘の経営といふものが成立するのではないだらう

かといふ、私の夢である。( 昭和18. 9. )

(主表者 :.x 百jl教並にZ主i也郎前リ



江戸時代の庭園を見なほしたい 龍 居 松 之 助

庭園は建築むやうに千数年前に造られたものが

今日まで残ってゐない。それ故遺存する質物につ

いての調査が、局部的l乞は可能で、2うるとしても金

値的に躍ったものを有たね関係上、概ね室町時代

以降の研究が最- も盛んで、2うるととは致し方主主いで

るらう。所がとの時伎には我闘に於ける古来の造

園術が最も護遠大成された時でるって、後世の造

閤家が之を範とする、に充分えにりといひ得る程、使，

れたるものが遁されてゐるととは、描て後世む造

国家を して との時代の庭闘に見る地割や局部的の

手法者三完壁として模倣せしむるに至ったので産うら

う。

けれど私は一路その時代の造園といふものが如

何主主る人々によって指導せられ、また築造せられ

たかといふととについて調べてみる必要があると

思ふ。

抑て我園の造園術は既に飛鳥時代に相嘗護主主し

てゐたむであって、 「日本書紀J f ' L 記されたる蘇

我馬子の邸の如き、賞時著名なる庭園も存在した

ので2うる。その後奈良時代に大小の名園が造られ

たととも「懐風藻」や「蔦葉集J f'L 1炊められたる

詩歎i乞よって之を窺ひ得るむでるる。所でとれ等

の庭園は如何なる系統むものかといふと 、何れ も

説図と戟鮮宇島との交渉が密なり し時代、 建築や

彫刻と同じく我閣に移入せられたるものK 端を裂

し、とれを海: 戎日本人の趣味によって日本化して

来たものである。而 して平安時代に完成せられし

鹿殿浩に附随する庭園の如きものが生れたりであ

らう。との頃とたると最早大陸や牟島のものから

全く脱化して 、純日本趣味のものと君主つてゐたの

でるる。そとに日本人の偉大友るカがる り、 寛 容

性がある。過去の或る時代に 、日本人は模倣の巧

みな閥民主主りと誤解せられしは 、全く本来の寛容

性により外閣のものと雄、その時代に於て己より

進み居るものあらば之を思ふ存分検討 し、その取

るべきものは取り 、拾つべきものは捨て 、更に濁

松 2 f . ・ 宏 保 の 裕 恩 閑 「校卒子待望主要産)

1 5  x  



自の立場から自由にその袋素告と蹴佼して、全く新

しく修れたるものを創造する能力を有ってゐると

とを見誤ったのである。我が庭闘も賞にそのーで

あると云って差支へない。

ζ の頃の我が庭園は多くの文献によっ℃知り符

る如く、その時代の人々の生活を反映したる、極

めて明朗たるもむなりしととは云ふまでもない。

そり時代C 造閤衡を停へたもむが「作庭記」であ

る。同書の中に記されたるものはその時代む多く

の記録や詩献と金く一致するむでるる。

その後鎌倉時代の末から吉野時代にかけて造園

が漸く脚借によって指導せられ、築造せらる L 傾

向著しく、彼C 夢窓図師が之を代表してゐるかの

やうにさへ見える。而して爾来綿宗殊に臨済宗の

寺院には方丈に庭園を造るととが流行したととは

事貰が之を詮明してゐるでは友いか。

コEもf曾侶が造固に従ひ、その技術に長じたもの

_1，-からざ Dしととは「作庭記」の中にも「延凶l阿

周梨は石をたつるとと相停をえたる人也、 Z強象叉そ

の文番. をつたへえたり」と記され、また「吾妻鏡」

建 久 8 年 8 月2幻7臼の僚陀 ii甘i

i波度御二階堂、召阿閤梨静宰弟子静玄堂前、地立石

事、被仰合云云巌石数十果、自所を被召寄之、積

而成高岡云云」 と記されてゐるととえにどで明らか

でるるが、とれ等は何れも技術を有してはゐたが

進国上の方針は築造せしむる者の主張l乞従ったの

であったらしい。即ち右の二階堂( 永幅寺〉の庭

も、築造中、頼朝がかれとれと注文を出し、 「吾

長鏡J l 1月 13 日の記事に見える如く、池の立石が

額制の気に入らぬので、その注文通りに静玄が立

て直してゐるほどである。

月f J が室町時代とえ主ると 1i. 山は文化方面の最高峰

であり、批合的地位も高められ、 J弘問益E術上の指

導者と仰がれるやうになったので、営然造園も彼

等に教を受ける所が多かったので、ある。即ちその

頃我閣の知識階綾の人 k は蹄の感化を受くるもの

多く、日常生活にも趣味生活にも開{ 曾の生活と相

揮ぼぬものさへ少くなかったので、その住宅や庭

園も蹄宗寺院に於ける方丈に暗示を得て改造乃至

F付加せし所2うりしは常然と云ばねばならぬ。

首時詩文に長じ、精読の鑑識を有 L てゐた締{ 伎

が彼等の伎居たるっち・3とK 皆った底|窓H:t } ; ; j ' 謂残山別

x  1  6  

i.Kの林泉であヲ℃、それはその時代の最も高級な

る趣味に遁へるものでるったに蓮ひない。私ども

が今日残存するそれ等の庭園を見る| 亡、何れも朱

元明風の系統に属ナる山71 < 識と同様の優' 秀さと i成

筆描法の妙味とを認めぬ語にはゆかね。ろ2; 蛍

l砕融合の上下一般に獄ばれた繍誌と一服相通やる

もりがあるといふ以上に、それ等の給苗を立髄化

したものとさへいふととが出来るのである。

かうした開院む庭が一世住宅に模倣せられたり

が室町時代浩悶む特色といへやう。然るにその後

茶湯が流行し、之が庭園と密接なる交渉を持つや

うになると蛍然茶湯関係む要素が史に加味せられ

たじとも自然の事でるる。けれど茶と騨とは同一

u; j _; といはる L 程あって、その遊園上の主張に於て

は相反する所が少しもない。それ故同一傾向の庭

園は大髄i ' L 於いて安土桃山時代までは行はれたと

見てよい。無論宏j仕華麗主主る城郭建築l亡件ふ剛健

左足る一種む庭園が造られたととも否定し得ね所で

るるが、趣l ! ; j c としては室町時代の蹄借によって主

張せられし所に従ったゃうである。

かく考へ来ると近世の佐宅庭園は酔債の数へた

所に従ひ、寺院の庭園に皐んだものに出没してゐ

ると見るべきで、Zうる。それが江戸時代に入ってか

ら、打飽く泰子の世に、文撃華街の研究は愈々皇室

となり、且つその日常生活も漸く異って来るに従

ひ、各自はそれぞれの方面に自覚し、 f&: 平Lf' 骨{ 呂茶

人の指導する所にのみ盲目的逼E訴をせざるやうに

なり、複雑極まる内容を有する庭園が生み出さる

与に至ったのである。

或る人は江戸時代の庭圏在、室町時代の閑推枯

淡なる健闘に比べて、 Hl 落したものなりといふが

私は決してさうは考ヘヂ、率ろ喜うる意味に於ては

ー先進.歩を示してゐるといひたいのでるる。即ち

とり時代の庭園にはその所有者。相異れる趣味が

遠慮なく表現されてゐる。而してそれが諸候の庭

園に於て最も著しいととは嘗然でるる。彼等は進

国上に何等拘束を受けけ歩、 J思ふがま L に彼等の

生活に必要怠るものを織り込むやうに主主った。そ

れ故とむ時代む庭園は複雑なものと 1，t T、制茶趣

味ー鮎張りの考・へ方をすれば陥落とも見えるむで、

あるが、そとに英の時代の人々む自覚-と、生活の

向上とが鏡ばれるととを忘れては君主らぬ。



所謂茶ｾ， ｩｉＱＮ 趣味 の高維な匠 ｬ 測が臼木底闘の最も優

れたるものでるるととに論はないが、人聞の生活

は時代によって漸次費ったゆき、之に件ふ趣味も

亦幾分づっ異ってゆくととは事貨である。それ故

完成されたる日本庭園の俊秀さを損ぜね程度に於

てそ の時代々々に活躍せ る反E闘を造らねばならな

かった、江戸時代む造園家は到底家町時代ω碑 僚 が

自己の理想をとの健兵現して行ったやうなも <l: H:'

はなく 、其 所t亡様々の相剖も無理も aうっていろい

ろと苦心したととと思ふ。

かうした時イtω 庭; 閑は私どものl時代まで相常多

く磁されてゐ.るが 、私どもの時代には史にまた江

戸時代よりも- J g - 複雑な日常生活が存花するの '0'

aうる。けれど私どもは江戸時代の浩闘家が既に経

古い住宅も新築同様 となる

新築住宅にお 手入のいらね

* 新銀家屋実家加工

新築港成と同時に本所濁特@ ピ

ソ液κ て洗望書し木材費陸色の原因

となる 街液を琢 p、主主のよを ピ

Y I'Cて仕上の加工をすると完金

なる鍵色防止加工とな p、 俊 英

な随を有 しフキコミの努を省き

頗る経済的でナ。

* 古家屋新経費監禁加工

古署長も ピy 液で洗書評する と新 築

同様 とな p 、其のよを新築美葉

加工 と同様の加工 をする と前者

問様の結果 とな る。

( 開 設衡 を嬰 しますか ゆ 所)

の情負加工 と致して居 ります

大阪市天王寺直東卒野町四丁目= ー

美素工業所

竃 信 夫 主 唱 J r ( 77) 因 。 。 三 番

験した苦貯を知ってゐるので、之を非常によレ、参

発として新しき時代む庭園を造り得るといふ自信

が持てるのである。是告と以て私は江戸時代の庭闘

研賓といふととが決して無径のととで友く 、従 来

世ω治闘家に戟視せられてゐるととが不思議‘ どな

らぬと云ひたいのである。

私 どもは今や数年前まで思ひも及tまなかった様

々の要素を庭闘の中に加へねばｾらぬ責任を有つ

やうになったが、それにつけても思E人出されるり

は江戸時代の庭聞である。私どもはその時代迭問

省くが常時の生活に酒謄; したる庭- 閑を造り出すとと

に努力したととを思ひ 、その業績を好き参考とし

て悲に新しき時代の庭闘を案出せねば友らぬので

あ る 。 ( 鍍 者 は 日本庭間協合理事 'X!'l!)

資材テ極度ニ節約シ

時局ノ要求ニ遁態セノレ

タ イ ル 界 の 最 高 峰

竃 責 特 跡 . 1 0 8 6 2 2 1 1 1

1. " イ ル @表面 を見ながら1 l I i ヱが陶来 る.

特・ 2. . 省、m袋、文字等鎗ゆる 意匠自由自在

I  :1，天井ゃ庇でも 壁紙の如〈簡単κ 貼れる

長 I 4，ヂヲ ドロ ー ド〈死荷量〕を極度κ 減ずる

5. l占Pょげて極めでヒンの馨 きとと

6. ヱ費低殿、工期短縮 ＨＱｊｾ ログＮ墨〉

本

日 本 陶 織 株 式 音 量 士

置ま 凌知事悪知多郡大府間I大府38番地

〈電話大府ー 0/ ¥替〉

大阪事ff >>f 大阪市 北 区 芝 田 町 六 十 五 番 地

〈電話 j t 三 0 三嘗〉

1.7  x  



スヱーデシ消費組合とその建築事務所 徳 家 正 護

ζ れr.t. Swedi sh ∞operat i ve whol esal e 均 一

ci ety' s archi tect ' 5 'office 1935 の謹文である。此

の警が出版されて可戒りもう年並立も経て 、今は我

が閣も大東京建設の未曾有の大戦果を掛け¥各種

の機構も大きな費税を来たした。とのスヱーデン

の消費組合が現夜の我が閣にすぐ役K 立つと云ふ

事も考へられ君主い。

然し北欧の文化の高い此の小闘は、此のー|忙界戦

の最中 K も備も彼等の進むべき方向に向って進み

俊展を績けてゐる事である。その意味で此の短い

詩文が他山の石として何らかの役割乞果せば、詫

者の目的は逮せられるh 特K その建築事務所が妥

請によって生れ出'e，真に果すべき役割を果しう

L 殺Eをして来た黙はか. 闘に{ 賀ひするも ω と云へよ

r. 

; 0  

目 次

1 . 概観と組織 2. 建築事務所の龍・生

3. 消費組合販資庖 4. 標準岡商

5  . 消費組合建築事務所員と代表作品

1 . 概 観 と 組 織

スヱーデン協同組合は、その閣の人 k に一番安

僚主主方法で、食料品や他の生活必需品を供給する

一つの経済的主主一般的主主運動である。

商品の生産と分配とは、質際的な又理想的な性

質の組合の一連作業で行はれてゐる。

組織について云ふと、此の躍動は各地方ーの単位

から成立って居れ大約量生は 750 組あり全閣に撒

ってゐる。主事務所はストツクフオノレムに 2うれ

各 地 に 販 賀 庖 を 持 っ て、K . F ( Kooperat i va 

For bundet s)  と云ふ中央組織によって廻轄して

ゐる。

園際消費組合同盟に於いて 、 K. F はスヱーデ

x  1 8  

ン消費組合を代表し 、叉デンマー夕、フィンラン

人ノーノレウヱーの中央協同組合と共に、スカン

デナピヤ購貸組合を形成して、( 之は主としてコ

ーヒーや他の植民地の産物を買ふのであるが〉電

燈ぷ業に於いても、スカンデナピヤ協同組合を形

成してゐる。

此の様に指導される協同消費組合( K . F ) は、

此の運動の中央組織が消費組合の震に、或る程度

迄む物資を買ひ、種々な産業的事業に迄殻展して

ゐる。K . F の産物はスヱーデンの小資組合に賛

られ叉! ] 、範聞に轍出され. 災対事業の合計: 1 1 : 資ら

t Lる。

小f警は彼等が建てたか、借りた庖舗で行はれる

l肢に、協同朗J: i ! 更は此の運動の却費業者であると、

去はれるかも知れない。然 し、どんなに腐敗し易

い物( 例へば、 パンe屋や肉屋の製品〉 でも、組合

自身の工場で製造される。

［特焚組合は自 治制で ある。［ｦｬ ｪｾ 存者Ｍは誰でも合員

になる事: が出来るし、合員で、主主い人でも組合に属

する底でi街品を買ってもいム。合員は普通 100 ク

ラウンと玉三ふ小額の元金の投資で入合出来る。利

得は o %の歩合で、携はれ、資金は各合員の個人の

財産として残り支携の屈で引出す事が出来る。

各五千二の終りに合員はその年の各自の買入綿計の

或る率を抑戻される。が規則としては 、株戻は合

員の全額支投済となる迄ーヂうと資金 l亡支掛lまれ

た額の譲渡で、合員の投資に支緋はれる。

従って、各組合の大きさによって、資産にも相違

がある。スヱーデンの田舎の地方に 、たった 100

人 - 200人の令員の組合を見出す事は普通であり

その一年間を通じての質上高はスヱーデンクラウ

ンで、100. 000- 200. 000である。

尖規模の組織によってなすと公ふ; 出想で、深山

の物資や生活必需品の分配をして来? と祉の運動の



努力の結果として、近年では小さな組合 i念大規模

の組合K 合併される。

K Fの合員む糟教と安上高とは増加して、津山

の海底も増加して来たが、小賀組合は、とんな需

で多少数が減って来た。屡々工業地特や都市では

組合は、庚範囲に及ぶ。

1934年の終りにストツクフオルムむ組合では.

7 蔦 5 千以上の舎員とスヱーデンクラウ ンで 5 千

2 腐の焚上高を超過した。現在の協同組合商胞の

締裁は約 4 千の毅K 達してゐる。( 第 1 闘〉

1934年度の各職業と業務の合員別重量

農業家一… 一. . . . . ー… 14. 8%

農業努働者・. . . . . . .. …・…. . . 4. 3 

技 術 家・・ ・・・一… - 一・・ 2. 3

挟行者. . . . . . . . . . . リ・ 5. 8 

工業従業員…. . . . 一…ー・ 28. 3 

その他の従業員… ・・ •••• • . . . 14. 9 

高 級 官 吏 ....... …・ー・ 0 ・… 2. 1i

下 級 官 吏 … ー . . ....... . ....・ 9. 0

自 営 業 者 … - 一 . . . ・. . ••••• 4. 1 

4ヰ積専問家…. ..ー … …  ー.. . . 2. 4. 

無 職 ・・…・……・・ .10. 7

協同消費組合の工業

f司E

協同組合員
0. 9 100. 00 

スヱーデンの協同組合運動の特別友性格として

地方分樺には、長い間ある傘敬が梯はれてゐた事

は注意しなければ怒らない。組合は協同卸と製造

事業( 共同株式合枇として取扱はれる〉とに閥聯

してゐる。かくして、非常に猫自主主地位を占め.

かつ運動の濁立と同じく彼等の進歩は、異った経

営者と. 新食員の能力と責任観念、によるもので②

る。

2.  建築事務所の誕生

此の事業の活動の震にスヱーデンの協同組合運

動の一部分と して、建物の必要性は過去10J [ 年聞

に組合自身、非常に強く感じて来た。それには幾

つかの理由があるが、その一つは組合の所有する

陶庖は、以前は非能率的であり不衛生であった。

他の理由は、組合の運動が素晴らしい殻見をし

たので、深山の版寅腐と製造場とが必要となっ

た。弐の計制と表とは. 協同組合運動の臓張ω理

想商品の配給の主主主型式を示すものであり. 建物

の必要注事を一ーある程度まで一一一明瞭にするで

あらう。

話担電車

SCANDINAVIAN 

o. w. s.  

植配地e予

』量狗司事

ｾ｛ｆ＠

家庭用品

尊重貿

70' 面

スヱーデ'ン 協 同 組 合

1910- 1934の問における協同治、費紛令の毅展

/ 単位百E引 f皐位百高1

年次総合養産( グラウr ; : ) 質上高〔グラウ y j

1910 0，275 
4，5  

1910- 1934年における協同消費組合κ 加入し53主立，.

た協同小夜組合の設展

合 員 数 賓上高( 勢 坊 ) 資 産 ( 勢 勢)

1910 73000 22，8  1，9  

1 9  x  



1912 

1914 

1916 

1918 

1920 

1922 

1924 

1926 

1928 

1930 

1932 

1933 

1934 

0，473 

0，726 

1，407 

2，340 

4' 207 

4，945 

11 ，764 

15，593 

23，292 

35，204 

45，608 

49，714 

53，329 

e，7 

9. 9 

22，0  

28，0  

69，5  

63，8  

83. 8 

103，7 

135，3  

143，6  

149，5  

152，5  

165，1  

.

N

V

 

111 翻 ( 協同組合の分布〉

との運動は次のものを設立する。

工 場 設 備 ( 卸小資組合)

事 務 所 (  同 〉

商庖と事務主 ( 小賛組合)

倉 庫 ( 卸小賀組合〉

一 般 食 堂 ( 小貰組合〉

組合運動と申出による組合舎員の震の

アパートメント ( 卸小資組合)

x  2 0  

1912 95000 29，4  2，8  

1914 119000 40，8  4，1  

1916 171000 81 ，6  6.6  

1918 214000 145，4  12，6  

1920 241000 255，4  22，0  

1922 259000 200，6  27，7 

1924 292000 234，6  34，7 

1926 339000 265，1  45，1  

192b 392000 314，3  59，2  

1930 451000 342，5  73，8  

1932 513000 350，8  86，9  

1933 534000 351. 0 92.1 

ＱＹＳｾ＠ ob1000 316，4  99.1 

協同組合運動の監替をする局に 、協同組合建築

事務所が1924年12月に設立された。

合員に劃して協同組合から品物を購入し、組合

を支持する事を強請もし主主い様に、舎員の建物に

関係した事柄で¥建築事務所を利用ナるのに、組

合を押しつける綴友事もし友かった。

小資組合には建築事務所のする仕事が津山あ

りＮ建築事務所は叉勤労の友誼を守って 、仕 事ｾ

した。

建築事務所は主任の建築家と 10人の技師からな

るー集闘を作ってゐる。各技師は事務所内の一つ

の部のJ;φ 部で、ある。装飾家や施工者や原僚計算{ 系

はその主任の土木技師と 11の部を作ってゐる。

すべて重大左足慕柄では J祥事や各部の主任は. 主

任後師と協同するが、仙の彼等の責任にまかされ

た事柄は、しっかりした責任と自由とを以って取

扱ふ。此の集圏は組織の事と同じく、経済上又は

技術上の事柄の重対友問題についても共同して協

議する。

ｾ技師達は、最後にい ｌ 成果を得る様 ｋ はげま

し合ふ寛容主主費支持を持って、他の人々の進歩する

事を矯び会ひ、叉仕事の困難主主事を知り合ってゐ

る。此の緩友協同の形は、各自の努力を更にー居

尉j まし 、同時に建築事務所によって矯される仕事

に、集図的主主顎箸主主風格を持たせる。

商庖と商庖む遺作設備は建築事務所の主主主仕事・

でa ; る。現在迄f ' C2000近くむ商庄は建設され、設

備された。約 500 の古い商庖が改裳せられてゐる

聞に、約 600 の商庖が新らしく設立せられた。 30



1走フ¥) 1 ; ; . 設計の努力は此の様主主問題に充てられ

た。此の建築事務所が出来て最初の 1 年間大き注

目的は、商底の整理と最初からるる詳細の解決に

ついて目銭を作る事であった。

商庖を整理する主な特徴ある良い着想は普通の

商庖か又は代表的友商庖から集める事が出来た。

公衆用の床は、すりへったれめくれたりし友

い強い薄板か金板で張られる。出入口の 内側の床

の賀子は庖内に雲や 泥が運び込まれ友い様に防

ぐ。リノリワムやチ ークや同様の柔い床材料は庄

の中で仕事をするにのあまり疲れ主主い震K カウン

クー( 販賀蓋〉の後の方で使はれる。壁の四周に

は容器や棚がおかれて、之から 110 糎離れてカウ

ングー〈販費蓋〉が4なかれてゐる。

術その他に λ グＭｾとＮｴ［Ｍく大理石の棚と、果物 λ

の簡とどスケットや菓子類入の硝子容務がるる。

( 第 3 園〕

主主戸の倉庫と工場が建設され、との仕事に関聯し

て包装や符浩りのレッテルの意匠迄屡々取扱はれ

た。

宙

開

3

置

の

1

圃

協同組合の衡庖の 2 階カ品、叉他の階は住居の詩

κ 使用せられるのが多いので¥大アパートメント

の建設も亦事務所の仕事の範聞に入って来て、事

務所で設計した芸誌に含まれる貸部屋の数も殊んど

2000に もなった事は注目すべき事である。

故に事務所は賞分試作的1 ; ; . 方法によるけれど、

良い品質の安債な家具f十器( 家具や硝子器等〉の

生産に貢献し様と云ふ希望を持つのは営然私事で

ある。

2  第

消費組合! 坂貨j占

スヱ一五ンの消費組合が、その初期

I' C 於いて、告さ業を行った奴貸庖はむし

ろ思はしくなかった。その首時のスヱ

ーデン| て於ける普通一般の奴貸活の標

準は全く低かったと断言するも誇張で

は友い。故に消費組合の建築事務所は

よりよき商庖の設計K 先づぶつつかっ

た。

特別Ｑ［［ＮｩＧｊ求は食料品庖ｾよりよく設

計すると云ふ事で、 とむ様左足方法で商

庖の計剖は、経済的にも充分満足され

君主ければならないと云ふ事でるった。

3.， 

X  2 1  

第 3 圏 の 2



陳列窓は底内に全部開く様にt . r . . ってゐる。遁路

や街に並べてるる陳列窓に品物があるむみでなく

て. 底内にも品物は全部a > る。

貯蔵室の入口は戸なしでるけはたされてゐる。

戸の後に接近して直切られた戸棚が貯蔵主を見え

ない様に遮へぎる。貯離室の中は撞 員 ｾｴ ＼ｬ＾樽の需に

石版で覆はれた床とグイ J レの壁とが直分された特

別の場所を造ってゐる。そとにはソーダーや石鹸

等に加へて、電話付きの事務机と使用人の外出着

替場所. 手洗場が直切られた場所に設けられてゐ

る。。そとには叉色々なものをおく棚がるる。屡

々貯蔵主の中で粉i賓とりをさける援に粉入れの箆

に別な部屋が設けられてゐる。

混貯蔵室から納屋迄階段で績いてゐる。商品は戸

外の荷置場から屋内K 遼ばれて、荷を解き、貯厳

第 4 圃 の 1

第 4 圃 の 2

x  2 2  

主の中で計られる。

粉や砂績や他の族約された品物の紙袋は貯離主

や衡底の棚や叉はカウングー〈販貰墓〉の下に冶

かれる。

時々紙袋は少さ友手押草の上に直接ゐかれたり

カウンター( 販資蓋) む下にならべられる。

可成りむ額の買上げをする人には、電話の注文

に磨、じて、買手む戸口迄品物の配達をナるし、叉

多少、経替、法の遣った商庖では、もっと奉仕的でる

る。

庄内の造作設備は、そり型と色彩の皐純さと完

全さが特長である。それは、その庄の品性に遁し

叉好もしい印象を造り出ナ。

又他の商底では、同じ方法によって設備をして

来たが、潤特定E奉仕的君主方法を持ってゐる。

カウンタ -<l >a> る肉質場は、吊肉や

骨付の肉を枠無し硝子で囲み、壊の入

ら友い様にしてゐる。床は四角に張ら

れ. 壁はタイル張りである。既成料理

の丸量貸出しの庄は. 冷凍カウンター

( 販寅蓋 nがaうり、倉庫には冷蔵庫と

流しがるる。

乾物と日用品の庖の計壷は、少しし

か標準化されてゐない。その代りにと

り様左足庖はしばしば要求の饗化に感じ

た れ 叉 遣 っ たf伏態にうまく場所を利

用したりして、自由に改良されて行っ

た。

野菜食ー; 場は対低商庖の片側を示めて

ゐるか、又は後の壁に沿ってゐる。前

者では家庭日用品と乾物質場は庖の反

聖母側に位し、後者の場合では閑側の援

に沿って位ナ。( 第 4 園の 1 )

建築事務所で設計された商庄の対多

量教は奥行 5 米である。之は主に二つ

の原因による。

第ーには、との奥行はカウンター

( 販資基〉の前と後の場所の聞を，よく

釣り合った関係をと生じしめ、第こには

5 米の距離は、外と内の壁の聞に床を

張るのに経済的な張聞に分けてゐる。

同じ建物に種々友商庖のある時は次



々に配置される。見通し

をよくしたり、緊密主主連

絡を得る震に、時々硝子

の壁や、スキングドアー

で仕切られる。( 第 4 闘

の 2 )  

近年来、自由なよく繰

られた解決法の試みられ

た、よく設備された商庖

は大量の資上高を得る事

が解った。此の方法で非

常に闘滑に経済的に商庖

の経替が戒し途げられ、

顧客は此の間に販貨の商

品陀はっきりした概念を

得?と。

4. 標 準 闘 l画

商底の造作設備は、建

築事務所で作成された標

準臨によって作成された

現格の部分から出来てゐ

る。然し最初は非常に致

符主主研究の結果、標準闘

商が用意され、此の園菌

怯絶えや進歩して1931年

には全く改A された。

協i面の中の但し書きの

中ではヨたの様に筈かれて

ゐる。棚は椀木の上に支

へられてゐる。放に間仕

切 壁 L棚の〕は不用であ

る。之は部屋の中で商品

をならf て易くナる。

引出リの片側の底の部

分は、南米産の竪木の繰

型を持ってゐて、金属製

のレーノレの上を走る。そ

れは全く? 脅かで場所も節

約して動く絞f ' C 1 . 主つてゐ

る。

商応や貯』議室の造作設

日

比

臨ん

第

「T二1つ-7
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第 7 圃 の 1

Scal e 1  : 200.  

第 7 圏 の 2

備の建築事務所の標準闘商は約40枚程

でまうる。造作の意匠設計と表とは、特

別左足型で警かれてゐてどんな場合にも

どんな要求にも聞に合ふ。( 第 5. 第 6

闘〉

1 年中を通じて特別友生産高で得ら

れる生産費を節約する震に、土産作と取

の契約は、此の閣の違った地方の 2 軒

の指物屋に夫々やらせるやうにし付

た。

5. 消費組合建築事務所員と代表作品

主任技師: Eski l  SuGdot l  

x  2 4  

技 師 Haqvj n C ar1hei m-

Gyl l enskol d 

Sune Fl ok 

Gost a Hedst r om 

Ol of  Hul t  

Eri k L und 

Da g  Ri bbi ng 

Eri c Rockst rom 

Art ur v. Schma-

l ensee 

Ol of  Thunst r om 

Vi l l e T ommos  

計算主任 Evert Stroki rk 

施工主任 Hans Hans s on 

消費組合建築事務所は、

多くの仕事をしたが、そ白

代表作品を下に示そう。

1  穀倉とエ場罰士宅 ( 1927-34)

2.  ノレーマ電燈エ湯( 1929-30)

トムマーパイ運河

ストックフオノレム

3. 消 費 組 合 中 失 事 務 所

( 1930-33)  

ストックフオルム

4.  プ ム エ 易(1933)

ヂイスラプド

5. ル ー リ ァ 中 央 倉 庫

e  ノ{ ルコツピ γ グ中骨〈倉彫

7. 貯 泊 倉 庫

8.  レヂミノレ協区組合

9. フオルケ y ベノレグ協同組合

10 ヱスケイノレスツーナ協同組

合

11 ム ン タ フ オ ー ス 協 同 組 合

12. 7 オー 7 オ ー ス の 野 外 側 溺

13. ストックオフノレム市住宅計

響lJ(1932) 以 土

( 筆者は建築事務所自答〕



• 
河 内 野 の 民 家

舗 と 女 辰 E巳 孝 雄

賓のった樹車を波打って流れる秋風が河内平野の蹟淡にも訪れて来た。

青い宰と緩の瞭野とやはらかい迄の3寝屋根の美しい調和は農村でなくては見られない風貌で

るる。

大和民家の系統をもつのでるらう 、念勾配の藤屋根とゆるい瓦茸の胤と簡素1 ' ; ; . 外壁とは 、単

純にして優美な姿である。勝男木の痩化したものでるらうか大きい伏瓦が棟に並列して棟持左

粂用し、古さびた草案王手には幾年を経? とでるらうと思はせる様にとけむしてゐる。妻、峻羽部分

の塗壁を除いては殆ど四問調目板程度で. 桂下のみ玉石を敷いてそのま. I . j 二基を用ひ歩任を立

て ムゐる簡易1 ' ; ; . 構造ではあるが、堅固な小屋組の構成からえEる優美主主外装は、見るからに安定

感のある民家である。( 筆者ーは 大仮鍬遵局建築課勤務〉

¥一一一一一一

2 5  

X  



た らん カえ

一 建 築 遁 穫 の 確 立 一

山ロ

• • • • 
かっとうがしきりに友く。さくらんぼ( 楼桃〉

が枝もたわわにみのり、それを採ってゐる線遠の

-頬や腕が、陽光を受けて、青春のふをか君主で、る。

( ; 月のある目。

一一ーやっと向ふに見えますあの山が、 りょうぜ

ん( 霊山〉、北畠嗣家、親房の居妓のあとです。

そして、とり自の前に、せまってゐるのが、はん

だやま( 宇岡 山〕。昔、金賞の吉次、古内が、水深

から赤べと( 赤牛のとと〉に、金のなまとを積ん

で、との山腹まで来ましたとき、ぞの赤べとは金

のなまとをもったまま山の中の小さえr . r自に沈んで

• • • 
しまひました。との赤べとはその後ゐしのといふ

x  2 6  

美しい娘を沼の中にひきす= りとんで暮 してゐま

す。で、すから、今でも . ひでりが捜くと、との設

の人々は、その赤べとの沼のほとりに立って、治

• • 
しの/ といって叫びます。そうすると、赤べとは

• • • 
村の人達がゐしのを取り返しに来たと思って、大

雨をふらして人k を遁ひはら喜子 うとするので、ナ。

• 
つまり、赤べとをゐどしては雨を得ょうとする雨

.  .  .  ..  .  '.  
よばりですね。また、との沼には7]( ぐもの精がゐ

るといふ傍設もあります。との字国 山に左の脚た

-・
ふんばり 、右の脚 を向ふの霊山にかけて、たんが

• 
らで運んで、来た土をドサツとぶちまけて出来たの

• • • • • 
が 、それるすとに見える、 7とんがら 山です。作] 、

• • • • • 
たんがらを御存知ないのですか、?とんがらといふ

のは背負具のー績で、刈草やたいひを運ぶもので

す。今あすとへ行く人が、丁度たんがらを背負っ

てゐます、ねとみの をつけて 、その上にたんがら

を背負ってゐます。ー一一歩き主主がら 、村の人の設

日月をきく。

なるほど、そのたIんがら生伏せたような形をし

た＿とんがら 山 は Ｎ 質ｉＧｌｾらしく美しい 山 である。

半面を 小松に装はれ、半面はむき出しの草原で¥

山の中ほどに 1 本の松が生へてゐて、それにはへ

そ松といふ至極もっとも友名まへがついてゐる。

揖津のかぶと 山は、形がかぶとに似てゐて、 その

名がるり、名 山に列

し、闘酋C 人達の限

には親しまれて ゐる

が、筆者の室からも

、朝夕、色々 な色b

u . . を呈して、眼をた

のしませてくれる。

たんがら 山は治代の

伊達郡にあって、運

搬具の名を頂厳し 、

武庫郡の甲 山は、勇

正

た ん が ら

ましくも、武具に名かりてゐる。けれど も、地境

としての相貌は . たしかに血つづきである。兄弟

である。 λ 幡太郎義家の前九年の役、安倍の貞任

宗任の後三 年 の 役 の 史 跡 で る 札 百 人一首の瀧川

が流れてゐょうといふ、との土地K 、甲K 闘する

開心、が麓かった とは思へ君主いのに 、日 常身濯の臭

から . 山の名 をとしらへ? と、里人の心 をなつかし



いものとも思E人その後の奥州のるりょうを聞か

されるよう陀も思ったのである。

しかし、筆者が、とうして奥州の天地を訪ねる

ために、忙中のー閑を工面したのは、 7とんがら山

に感心したりするためではなかった。奥州K 分 布

し て ゐ る じ 漁 民 家 一 膳 部 摘 す る む 持 つ

住宅、多くは上段の間友どがあって、特別む上玄

関を供へてゐる ーーー の分布のf伏態を調べるためで

るった。が、しかし、そればかりでも友かった。

もう一つ、金々別の計霊をも持ってゐたのでる

る。それは、建築道徳に闘する一つの構想を、と

の按の行き踊りや、放宿での、眠りにくひ夜の時

聞を利用してまとめてみるとと 'C' aうった。ととろ

が、皮肉友も b で、とうしてわざわざ不眠劃策を

たてると、夜行列車の席が充分でよく眠れたり、

宿も亦快い眠りをとるに遁しいものでるったりし

たために、建築道徳への思をいたすひまも主主く、

平素考へてゐる漠然たる建築道徳観の上に、何も

のもつけ加へるととが出来たかった。筆者の、そ

の漠然たる建築道徳観といふのは、生活に決戦態

勢が自うれ住宅や工場の設計に鞍時規格があるよ

うに、建築の倫理にも、戟時の特別のものが君主け

れば怒らないといふ考へ方である。考へては主主ら

ぬととを考へ. しては悪いととをたくらむ一一ーと

いふょう友ととは、不時主主らば、それを取締る方

法も充分に講ぜられ. それによって迷惑を象った

筋へは. その損害を補償させる方策もあらうとい

ふものでb るが、戦時にあっては. コ尽 きくとも、

小さくとも、やよそ悪徳と名のつくととは. 直接

その相手に迷惑告とかけ、世聞に不自由な思ひをさ

せるばかりでなく、直ちに、日本の戟力にひびく

のである。 ｾｰ ち、償ひがきかえ ｅ いのでるる。いろ

いろのととがらが統制されるのは、それによって

運替の便を闘れ戟力の増強を責現するため・であ

るととは、誰む眼にも明瞭であるにも拘はらす京、

その規則の隙聞を縫って、己れ一個の利径を計る

ケチ友人達や、如何に小友るーイ周人と雌も直接に

戟力にったEがる職域と名暑とを必歩持ってゐると

とを忘れてゐる人達を、もし我 k の周囲に見出だ

して、しかも、それらを我々が気にしたいでゐて

よいといふ法はないのである。

がんらい建築界の一部には、惑徳の集積場のよ

うえ主部分があった。一つの工事をナるために、そ

れを施工する部門と、それを監督する部門。後者

は、前者I ' L J Eしい施工の方法を指導するばかりで

なく、前者の悪徳をも監視したりしたのでるる。

そして、かかるいまはしき監視に値する程の前者

も無いではなかったのでるる。そういふ種類の工

事場では. 悪とその否定の争闘が、みにくくも槙

けられて来? とむでるる。一方にとって、利径をも

たちすととろの悪が、しかし、どの程度に木賞に

彼に利径を奥へ幸幅を授けたで2うらうか。まして

との宰闘が. 人聞の努力の重複といふ無敵以外に

どれだけ、建築界を錆Lし? とかを思へぽ、今にして

倫段、寒気を感ぜしめるものがある。しかし、事

の賞否を論す= る無駄も、今はさけてゐきたい。た

y 、明確に云つてゐくととは、かかる重視した入

聞の使ひ方は、園家の線カ在米英にむけて眠って

ゐるとをに、決して遁はしくは泣い、といふとと

である。建築む道徳といふょう充足ととは、誰でも

知てヲてゐる。知ら主主いといふ人が苦うれば、ゐ互の

誰でもが、そ白人のために説いてきかせるととが

出来るほ主、たやすいととでるる。要は、その道

徳に従って、己をE しく保ってゆけるか . e. うか

の問題で2うる。己を正しく保つ意志のカの問題訟

のでるる。性は普及りといひ、悪もまた人聞社舎

の一つのみにくひ筆で2うるといふの友らば、せめ

てとの戟宰の間だけは. その悪の筆を咲かさす京K

3ないてもらへ主主いものかと. 今、ととに相談をも

ちかけてみるので②る。そして、今さら残念に思

はれるのは‘ 平素からの訓練が充分であれば、と

ういふ時に際舎して、直ちに美しい道徳のある建

築界に立ち直るととも出来たで②らうにといふと

とでZうる。そとで. その2 f - 素はどうでるったかを

省みしてみるのでZうるが、大瞳、我々はそういふ

ととに無関心でるりナぎ? と。悪の肇の咲くととは

でやむを得ぬととと考へ、? とどその華をつみとる工

夫に専念した。その華の樹を根本からたちきると

とを考へ主主かった。ただ、準校が、必す京、修身と

か、倫理とかの科目をと持ってゐて、遺徳とは何、

普とは何、悪とは何. を教へ、道徳確立のために

心を磨くととに努めて来た。しかし、切角とうし

て練磨された、建築家たちも一度ぴ皐窓を去って

世舎に入ると、そういふ科目はたE くなり、四国の

2 7  x  



j伏況はがらりと費った。事窓にゐけると同様の生

真面目は道徳観を保持しようと思へぽ、それを目

立たせ危いための種々のしぐさや心くぼりが必要

でる丸善を施すには少しばかりの気がねがいっ

た。しかるに今や、普をなすに少しの遠慮もいら

なくなった。大っぴらに倹約をし、大つひ。らに貯

金をし、大っぴらに園債を買ひ、大っぴらに錫J努

をギ仕し、大っぴらに隣人のためにつくすととが

出来る時代と君主った。かくして. 蕃人が費り者の

構呼からまぬがれ、世の中に善の分量が増大した

時には、僅かばかりの悪の華が、 短めて英大な害

を図家陀奥へるととに沿ってゐたのである。とと

に沿いて、筆者の切主主る希望は、率校i ' C. j o- けると

同じように、一般社舎に去いて、特十亡、日本建築

協舎のような建築界の指導圏糧に沿いて、建築道

徳の確立を旗じるしにして進んでもらひたいとと

である。建築協舎でも皐舎でも、その他の建築の

闘髄のどの定款をみても、建築道徳への闘心は示

されて居ら主主いよラでるる。建築界の進歩を困る

とか. 拳術技欝を向上さすとかのゐ題目は主主らべ

られであっても 、建築界の倫理陀まで、心を配って

ゐるのは見つから友い。或ひは 、とれ らの項目の

中に、建築道徳の問題も含まってゐるのだと逃げ

をうっかも知れ主主いが、そん友ととは考，' ' ' ' ; ' てもゐ

なかったと白紙ナる方が正直だ。筆者K 何も云は

すととはない。諸君自ら、眼を四園に放ち、いか

に建築道徳の確立が目下の念務で言うるかを認識さ

れよ。 わが日本建築協禽は、他に先んじて、奮の

目的の第一項に、建築造徳の確立を据え、建築界

から一切の汚濁を拭ひ去るベく努力すべきであら

う。 舎員である我々は 、またそれぞれ何人の立場

1' 1 : ゐいて、その趣旨そ間し、左右上下、互ひK 戒

めあって、吊ー明主主る建築界を出現せしむべく協力

占: 惜しんではならぬのである。

カミくて、

『のとる罪はあらじと蚊給ひ泊- 給ふととを高山

の末短山の末より佐ク' . J }p太理に落たき・つ速川の瀬

に坐す潮織津比E賓といふ紳大? 篠原に持出で主主むか

く持出往なぽ荒潮の潮の八百道の八潮道の潮の八

百舎に坐ナ速i沼者1¥比貨といふ紳持加力111: 手みてむ』

と、大被詞にもある虫11< 、放0 . 消ーめて、『今日より

始めて罪といふ罪はあらじ』とレ、ふほどの建築兆

x  2 8  

にしなければ友らぬ。統制を巧み陀くぐる罪、統

制K 反する罪、そういった悪の筆は刈りとって場

代の園のたんがらに入れて、アメリカあたりの山

の中にドサツときたてて来たいものである。

( 18- 8- 29)  

t 筆者は 京都市施設対管財郎管縛練技師〕

重 詰 ・ 大 愚

塚 本 喜 八 郎

1. 戦力噌強の秋で遣うる、量の敵に封して量を以

て之を聖書減すべき時である。るらゆる戦争必需物

資 一 近 項C 言葉では戟階的物資一- ( [ ) 増産が目

下の念践でるる。之 l乞関聯して努務管理D 問題が

あれ圏民佐宅の数の増加と既存物の能率滑逃が

云はれる。

園民住宅に於て最も重要注部分は藍所でありー

其所は或る意味では、住宅内の生産工場でるる

一一。叉其の部屋の設備の内では、竃が重離であ

る、と云へば、諸々の住宅専門家から憐みをうけ

る事であらう。併し自分とて家に住む結では一億

同胞と共に 、等しく 専門家である。

今仮に住居内で、部屋別に各人の豊間使用時間般

の和を求めて比較するとせば、基所が一番大き主主

数値を示すであらう事は想像陀総く主主い。一一話

の行きがかり上どうしてもとん友樹断が必要とな

ってくるのだ一一あらゆる主婦達は一目白刃きな

部分を此庭で戦ふのである、 1投・も j昼、長時間にわ

たり使用される差益所を千閣のうちで一番い L 躍に

もって来なければ? 嘘である。其の華所で一番苦事与

をする 、叉最 も大きな消費む行はれるのは煮炊で

ある。地域的に最も有利な種類の、最少量の燃料

K より目的を主主し得る績の賞験と設計には今日如

何J に時間と、脳味噌と、金を使用しでも決して無

駄ではない。想: 校やl ，i F ，究機関で御愈設をお願ひし

ます。



界に於て、聞く雌によれば、若い激しい批判が.

京都派哲与を臥の中にとりまいてゐるとの事であ

現地の飛行場建設戦に於て敵に一歩を譲って

口11寺しい話で言う

2. 

る。はげしい、 しかも若い時代である。

3. 重貼と云へば遊休技術者の重職的再配分むと

ゐるとか聞いてゐる 、残企とも、

る。現在我が建築家の手l亡成る工事機織に闘する

研究がどの様なものか一向に知る由もお:いが、何

とがあるが、現在の段階では此 の問題に 関 しては

夫等の技術者の自盤的. 積極的行動のみが解決む

道である 、我々は身を以て圏維に殉歩 る覚悟を先

づ民正面から把握せねば主主らお。 ( 18. 8. 2川

〈筆者は 阪市中電鍛建設課勤務〕

よかしたいもの℃・ある、布、如きは今頃献みに高等

建築泉の J脇工設備ω各を拝見した次第であるが、

昭和10年の作で、首時としては誠に適切な事項が

とり②げられ、遁営の精度ーに於て著越されてゐる

ので今更ゐそまき乍ら感心した次第である。しか

し. あれから ] 0年近くの年月が経過して渓? に今

晶

画

業

所

大

阪

市

北

高

地

下

町

十

五

番

地

電

鰭

堀

川

@

一

回

二

九

容

土

木

建

築

請

負

業

務

盛

工

応

や同濯が有して米英と相封してゐるの? ある。と

の 8 年は従来の時間的尺度を超越した諸々の境化

と進展を産み出、してゐるのだから今の讃書慾一一

あまり遁営危表現でないがーーを満足させてはく

れない。

最近科畢技術の戦時大成を目ざして各研空機闘

が新鷲足をな したととは買にうれしい。自分とし

ては殊に大皐荘患の若い、軟い、弾力性ある人遠

心腕に大いに期待し度い。願くば夜祭中は勿論さ

らに進んで大恩院K 於 て工事機械の研ヲt f'Ctii 頭さ

れる篤志家の出 るととを祈ってやまない。J f t 1以占て

するわけではないが、食 糧J脅常に関聯 して. 農業

機織の研突が農息苦ｾに於て卒直 ｋ とりあげられ 、

清 k 成果をあげつ L あるのと 、大ぎつばに云って

同じ様主主意味で私は切f ' C ; j s す L めす る。さらに大

犠専門Z判交の此の種の講義が、専門の教授によっ

て. 若い人主主K 授けられるように段り度いもので

あ る。

も一つ序であるが「建築経済感」といふ率聞が

一つの講座として立派に存在ナ る必要を生じる庭

まで建築撃が近 い将来稜展すべきだと思ふ。門外

漢の私の篤に( ' ? ) 平易に書かれた書物は「経済

とは生活の組様である」と数へてくれる。建築家

の設計や施工が、と れを要求する図家と 震 にー弛

となって結びつ くま号に是非共友くては君主らぬ感問

である。とれも 若 い篤志家の出現を待撃す ると同

時陀、上居有権力者の理解をお願ひ したいもので

Zうる。

x  2 9  

第一義の皐問、絶封の墜とが云はれる哲皐の世



'皆
務 曾 〈事事17図〉

時 9 月 6 日午後 5 時10令- 5

時40分

官民 陳 列 揚

間 席 者 連 事 竹 腰 則 合 長 松 本 測

合 長

庭 事 地 図 監 事

常毒事 佐藤主記、中西主紀

量生中主記、松久保主

折、伊藤繍斡、大下

編料: 、小林餌斡

誠司区

1. 10月例舎に闘する件

2. 合員経衡

報 告

ＱＮ 建築構造用 ｾｦｋ 闘する綿織合終

了報告・

2. 貨当E敬育振興中央舎に回答の件

3・7 月分曾計報告

4.  Ul - uI 除隊報告

常 務 曾 〈第18回〉

時 9 月20日午後 5 時40分- 6

障害30分

所 陳列場

x  3 0  

同合察室変苦 ＿ＺＪ｝ｊ 空ＺＺ￧Ｎ ｔｾ 努怒額
一一 一 一一 一一

りさｾＤ ｾ ・ Ｚ￈ｾｾｾ＿ｾ ・ Ｗ 手会議 ＺＺｾ Ａｾ ｊｲ＿ｾ 渓

名 替 の 戦 死 者

会 員

陸軍中尉 石 田 義 雄 君

君は大正 8年 10月18日犬阪市i K て主主る。府立今宮中患を総

て昭和14年12月名古屋高等工業事絞を卒業。直ちに株式曾前:

清水組九州支底に奉職され、将来建築界に勇飛ずるの目的を

抱主て昭和15年5月6日本舎に入合さる。昭和16年 3 月現役軍

人として千葉工兵隊に入隊直ちに際J l ( tc至り幹部候補生とな

る。昭和17年 3 月見習士官とな p 、同年 7 月 7 日高槻工兵隊

よりｾｾ徒 、 南支より南方ニユギニアに車事験同年 ＱＲ 月 ＲＶ 日第一

線に於て花々しくカ職:名春の検死を逢げらる。

本舎は趨而君の御f診たる西阪新町北逼 1丁目 2 の 1結谷た

ま殿宅に参上J t . 忠震に香花を供へ感謝の念を捧〈・。傍次兄忠

一氏は尚喜E中、長兄島三氏は南支κ て名春の戦死を途げられ

たるなり。

主主K 近影を掲げ冥F置を新 P厚〈敬i f ，の意を表ナ。

出 席 者 域 事 竹 腰 蔚j曾「長 大用調参奔並κ 明野隆箪飛行皐絞

監事 池同罪主事 見患の件決定

常務 中西主記、薮中三田己 鑓眠草軍事E 曾 f修 9 [Ij D  

小林三主計、松久保= F . E寺 8 月30日午後 6 時- 8 時

計、大下鏑斡、小林 E町 集合室

編輯 出 席 者 幹 事 長 IJ 、林

隠 事 常 務 伊 藤 、 大 下

1. 験死者に劃する弔慰金脂供並陀 幹 事 小 川 、 尾 砲 、 中 野

i f ，扶の件 r.l j 口

2. 4 曾聯合ヱ事務負規程調蜜委員 級 事

合よ P成案報告のイ牛 1  .  9 月続軍基行κ 闘する内容紹介の

3.事務員徴用に関する件 件

4. 合員音量衡 1.10月披原稿依頭蒐集欣況報告の

報 告 件

1. 8 月分曾針報告 1  .10月量君臨稿依顔主主加の件

2. 出費E除隊報告 1  .11 月続隠稿依頭先撲定の件

大阪曾事事草孝司E舎 〈第 5 回〉 錫楕事事事E 舎〈傍10回〉

時 8 月31 日牛後 5 時一 7 時 官荏 9 月27日午後 6 時 一 7 時宇

fyj '  集合室 所 集合室

出 席 者 常 任 幹 事 中 野 、 三 浦 出 席 者 幹 事 山 口 、 足 、 勿 弁

車半 芸評 岩佐、景山、安 裕 司E

回 1. 12月続編斡方針協議のイ牛

協議事項 燈祭講話豊南釘に闘する隠; 潰曾

1. 9 月行事に闘し協議の結果伊勢 時 8 月28日午後6時 一B時30分



所 清 水4，且大阪支応

出席者 相原鉾一氏タ卜約12J 名

1 午後 6 時 15分開曾三浦大阪令勢

幹事合常任幹事司令の下に閤民

際穏を行v.1とる後

1 犬阪合雪号車宇与野長王丸i原次郎氏関

舎の挨拶と同時に高山講師を紹

介 す

1.講師は下記演題の下に 1 時 間 牟

に豆 P 間表を態用 L て殖著書を傾

注懇切なる講演あり耳慰霊長令員一

伊 Ｑｴ｣ 多大の稗ｾを興ＮＮＮＱＮ

律事存格差用 ｾｦｴ 亡就て

第七陸軍航ｾ技術研究所員

院ＺｩｪＨ［ｉｩ童技少佐弘高 ｾ｛ｉ 繋 氏

1.午 後 8n寺30分 薮中常務書尊師 K 封

し裁量梓を述べ〈一同拍手を以て

之 l亡平日す〉次で一向に問舎の挨

拶危なし; 有意義なる本線被令た

無事終了散令す

編 車 置 車 字 事 曾

西宮辰馬俊蔵商底 ｩｾ 倉見皐

時 9 月18 日午後 2 時- 0 時

所 閤宵辰馬十党議f ，fj fiS

日l 席 者 尾 魚 、 中 野 、 昼 、 増 弁 、 宮

崎、 111 口各幹ゆ:

1 午 後 2 時F府市西宮線集会辰馬前j

信徒谷橋之助i乏の案内によ P 市

内酒倉を見撃しつふ浅田r 1γ 民

間 商j苫酒倉 K 至り階上階下を見

皐、後間商庖技師より醸法κ 関

ナる言問月を聴取質疑腹答ありた

る後本年酒につき貨物吟味一向

感謝の上午後 5 時間底僻去解散

ナ

伊 努 大 樹 参 奔 見 @ 舎

明野飛行皐校

時 9 月26日午前 7 時3ι ー午後

5 時30分

所 伊勢大筋立立に明野随筆飛行

畢 校

出席者 生田F重次郎氏タ卜39名

1. 午前 7 時30分集合所たる関念上

六 際 に 三 々 五 k 集合のよ各自参

宮 線 急 行 電 車K 乗 P 込み午前 8

時出事量一路伊勢路に向ひ途中中

川にて普 r也事に寝り換へ日月野島帯

} て下車修 1見拳先飛行暴校K 一

行 40名徒歩にて向ふ

1 午前 11時明野陸軍飛行事校策ー

同 J将校集曾所κ 案内され小憩の

J 二湯茶の饗D I l i を受けて中食

1. 午 後 零 時30分同校建築工場κ 出

張中の陸軍航＿ｊￆ本部経ｾ郊施設

喜軽量主主u主投中尉丸山光夫氏の案

内により各絡納庫を見4 ' 1 & 容中

の各縄新鋭機並に建築物に関 L

問中尉の説明を聴取しつ ム詳 細

見 事

1 午 後 1 時30分再び集合所に集合

丸山中尉より格納庫の構謹上に

闘する講演あり

1. 午 後 2 時中野常任幹事は一同を

代表して丸山中尉に感謝の際を

議ベる所あり一同相手を以て之

そ和し航空に附する認殺を一段

と円程め意義ある本日の官事 1 見当E

K 無$ 終了。直ちに l可校正僻し

伊勢大闘に参奔のため一向日月野

勝 に 肉 r1' J!1 国威は乎治 JIJ 岡島幸着

各自内宮: i l i : tc9卜宛に随意参拝の

上戦捷を新願す

1. 午 後 5 時宇治 JJ J間関治: 食鉄に築

合別室に於てーー向夕食後三浦常

任幹事よ F 本日の行車は之を以

て終了の IW挨拶o ))1品，110月の似i

し計衝につき披露し多量立の参加

方を希望勾上各自随意解散す時

κ 午 後 5時40分

1. 本日は前夜の然遺れたる主主模様

もからりと晴れて暑からず寒か

らずの絶好の見隼臼和となり一

日を楽し〈愉快に最も有意義に

金行程を無事終了したるは主俄

者ーとして欣快の歪りである

評 議 員 曾

1昭 和18年 9 月 6 日大阪市北区中之

島 3 了目 3番地朝日ピルヂゾグに

於てJ i 2 P 談員舎を開舎す

1 出 席 者

下記の主主 P 評議員34名度事 1 名

秋 ｊｕ 走、井上ＭＭｾｾ、伊＿ｻＨ￯ｉＧＮ也、伊

藤和夫、生駒忠彦、油関谷久台、

石原主主体、宕佐信也、小 JJI 1 E 、足

亀清四郎、大下煩三郎、岡田主主溺

景山正明、黒田夜、小林済、佐藤

正次郎、菅原徹郎、竹腰健造、中

西六郎、中島事卒、中野順次郎、

長尾持者一、錦回直一、野中駒市、

林良信、革主阪捨治郎、 松 久 保 敬 三

絵本儀八、三浦茂、水原旭、皇室田

泰治郎、矢回鍛歳、 筆 中 一 良 、 山

口足 以上評議員

池田宮彦 以 土 獄 事

1. 午 後 5 時55分E型事副合長竹腰健造

氏議長となり只今の慮出席者31名

にして牟主主以上には今 1 名を要す

るも電話の結果目下出席途中 K あ

る者 2. 3 名あるを似 て 開 舎 の よ 不

淑 敢 本 日の提案内容につき説明を

なし定重量に塗したる時議決を乞」、

胃を諮り一同の賛成走得たり依て

議長は次の議案につき鎗蛍常務よ

り説明する旨を特〈・

1φ 議 案

事再 2鋭 昭和17年度牧支決算主立に

剰古車金慮分の件

松久保主計常務起立別表決算並K

察l係金属産分祭につき内容詳細段明

をなしたる後池田庭事より決算内

容につき査閲したる結果誤謬なく

I E確なるととま監明ナる慮あ P た P

此時中野順次郎氏出席あ H 償還れ

て岩佐信也、景山豆明氏出席した

るを以ーで議長只今定段以上となり

本評議員合主主K 合法的成立したる

を以て正式開舎の旨を宣したり

議 長 第 2量建議案K ヲき改占毛布附議

したる上質問の有無を問ひたるも

質疑者なきを以て質問なければ承

認と認めて差支なきゃを E寄りたる

に異議なし異議なしの壕あ P依 て

議長は告書 2焼 議 案 は 原 案 滋 P 承 認

と認むる旨を宣ナ

1 次で議長は之よ哩報告理事項K 入る

旨を述べ

3 1  x  



陳列場ー古 ｾＩｾ｡ 少並 ｋ 事務主主集令

室移動の件

集合室取扱に関する件

建築事舎との合併問題経過並 l亡

本曾定歎改1Eに闘する件

よ記ト ζ 闘し指蛍常事在より報告 ｾＧｬ る

旨を遮ぶ

佐藤主記常務起立

建築重要料徐合陳列場内内南側約 16

坪を撤去ナるとと現在の事務室並

K 集合室 fて使用中の約36: 坪を朝日

ピノικ 返逝し別 lてI司 階 410 ! ! 虎室ポJ

16: 問Sa : 傍受げ毒事務室を撤去後の元

陳列湯跡 ｋ 集合室を ＴＱＰ 鍛室ｉＧｃｾ人ﾭ

h 移動すること及; とにより坪教に

於て約20坪、イ昔室料κ 於て年額約

三千数百周也の節約を得る見込な

るととを説明

ヲえに集合室披扱の件に就き井守派は

合議、合合、問書閲覧を主要目的

と す る と し 開 室 時 間 は 事 務 室 と

ｬ 司ｾとするとと、幕属給仕を酉 ｅ 侵

せざること、篭話機は笛分徹夜せ

ざること、事務室電話は舎務以外

使用せざ. るとと、電誌による呼11:¥

取次、侮言等は取扱はさ? ること、

曾員外の入室は原則として認めざ

ること、 f具祭部室の稀呼は一切使

用せざること毒事詳細説明

次で日本建築協舎、建築拳合合併

問題の経過につき本年 1 月26日係

1 問評議員舎に於て爾合合併問題

に闘し協議を進める件の承認を得

1な共の主主行並K 折衝方法等理事者

K 一任せられ? とるを以て本舎委員

として竹腰健造、重量中一良、松久

保敏三、谷民歳、灘告農民弓の 5 氏

を委燭高島合側よ P は武宮英一、滋

提示し兵の内紛 l亡ウ量検討したる |  むj 内 t大新公有] )

結果梢意見の一致を見たるものと |  幼 111 繁 夫 君 若 松 市 仲 間r 2 の454

向今後の折衝 κ 残されたるものと I  ( 吉田工業所〉

路相宇 L ー 肢 のp干究たなしたるが |  山本辰次郎君 名古犀市中区庚小路

白下の烏合併後山財政計寝泊;今後 |  西 1 の 5 ( 合資曾肘

νノ折衝3佳行 1<: 最も球大沿る安索た |  竹村工務所名古康管

るべきを以て不攻敢雨合より夫々 |  務所〉

全般的財政計1設を立案し斡旋役迄

提出ナる ζ とを申合せ同下sずの準

備 中K て 6 月末第 7 四台合後の曾

見は休止中なる旨を説明

次に日本建築協令1主主主改正の件

如上製舎との合併問題も未だ曙光

を見るにｾ・らず Ｓζ 合併可能と鍛 Ｑｾ

ナるも相営日時を要するにつき本

舎は獅自の立易として将来的勇飛

に備ふるため皐舎問題も考慮に加

へ至急現在の定 ｾｋ づき全面的に

検討を加へ遁嘗改正せんとし目下

委員を拳げて折角調査研究を逢め

シムある旨説明あ P

議 長 只今日定日月せる務報告にヲき質

品世κ r f 1. ‘ る信? を長Rべたるが質問者

なきを以て此民主に於て諸島長よ P 本

議事鍬の代表署名者として下記 2

殺を指名しＺＺｊＴｾの承諾を得た ｐ

阿国主主調君 藤阪捻治郎君

1. 議長以 上を以て本日の議事並報告

全部終了につき本評議員舎を閉曾

する旨を主主し散含す時K 午 後 6 時

40分

曾 員 動 静

jょ……_ ! j

曾 員

一片…

曾 員

永 111美樹君松永幸太郎; f t

特 ｾｉｊ 賛助員

河 合 好 古 君 篠 原 彦 夫 君

江主主主3

曾 員

児島惣太郎君 問ｾＢ市大エ阿 ｲＳＰ ( 動

務先) 三井造船株式

曾舵阿，" 工場建殻事

務 所

司王足恒 - t f 尼崎市東富松波塚11

81 の 1

}II j額 三 郎 君 三重県系上野市丸ノ内

三 浦 三 郎 宥 高知事系長岡郡大篠村

高知内燃機舎置土

清 水 升 君 東 淀 川 区 木 川 東 之 InJ

2 の39の 2

堀 内 三 郎 君 西 区 江 戸 沼 北 遜 2 の

22 

石 111 7奪三た震 軍高島区上積島南 3 の

49萩回義三郎殿方

大津松治郎君 ( 勤務先〉西区土佐

場 3 の34株 式 含 鮭 銭

高組内

回稔、問主豊泰、吉田安三郎、松井 |  大 国 稔 君 泉 北 郡 取 石 村 新 家40 I  今 弁 秀 典 君 静 岡 市 馬 淵 田f 9 の74

済足の 5氏を皐げ此外斡旋役とし I  ( 大 日本工後株式合 I  ( 勤務先〉住友金属

て小林政」、中津誠一郎、中西六 |  紅建設部管膳係) I  フ・ロベラ製造所静岡

Jl[1、井上新二、伊藤滋の 5 氏 を 依 |  古 田 義 孝 君 東 淀 川 区 塚 本 町 5 の |  製作所

額 し 本 年 2 月13日係 1 回合合以来 I  3  ( 事務所自酌 |  長田章草炭君 豊 中 市 構 塚 本 遁 9 の

東西雨地に於て協議折衝を重ぬる |  地 方 曾 員 I  3  

とと前後 7 回此間総論よ P意 見 の |  小野口貞一君 中華民園山東省済南 |  浅 井 泰 君 芦屋市打出字谷回 3

交換を綜たる後双方ーより定款祭を |  市昇卒街 ＳＰｾ 虎大新公 |  の 4

x  3 2  



熊野ヨ辰雄君 市外守口町長旭町ち2

4  

森 貫 主 幹 夫 君 変 知 際 知 多 郡 武 豊 町

川崎重工業知多工島島

大林組知多民張所

竹 内 き 〈 君 門 司 市 錦 町 6 の1186

住友銀行軍士宅

小 山 政 一 君 西 宮 市朝 原 町 1 街71<.

組作業所

卒木軍事ー君 三窓際北牟婁郡二型車

ヰ寸商と〈殿方

吉 岡 祭 音 量Z 下脇市長府町大林組

長府出張所

推 原 諸君熊本市宮l ! 1 ! ! P l T 字立野

' 竹中工著者m出張所

飽 方 合 員

厨遵口武男君 言者洲新京特別市東安

街402興銀会宅16豊重

吉 本 徳 夫 君 2手当直府寺洞郵便局私

事書面停 5 按 京 裁 土 木

美林作業節

前図書事司君主主 東京都板mm: 練馬高

谷町 2 の4871縁 式 合

£浅沼泡練馬肉涯J i J f

m. m忠 雄 君 山口勝者E濃君主富田町

宮ノ l鈎滋口殿方

池 田 線 親 君 東 京 都杉並区下高弁

戸町 401920

直長阪新太郎君 卒安 ｾｴｩｬｴ 源川郡中薗

京ｾ土木会費量含量士作

業E青

四 日 健 夫 君 富 山 軍 事 高 岡 市 事r嘩 立

宵丁占 ｾ Ｏｉｉ 八歳殿方

衣 /11 ] f  1愛定 額岡市惟謡史阿r21清水

組九州支} 苔

直 監 督事君牽天市餓 西 区中央街

2段 目 俊 明 務 先D

傘天市公器工f : t Hl 色建

築 傑

中 隊 1 1 1 ; 君央市海軍施隊第二課

厳織径一君主名古屋市千 ｍｾ 国代

同I字御棚婆25

川村E重 三 郎 君 西 宮 市 岡 田 山79

下回辰己君Ｈｬｴ烏感知芝郡安重Ｑｩｾき

Ifl r字三言者清水ま且肉猿

員隊所

普通費助員安時三佐男君 新居世主市主主地町1036

梶 浦 総 三 君 民 島 豚 加 茂 郡 乃 美 尾

村 小 西 殿 方

岩 弁 典 君 庚 島 市 千 回 町 1 の53

横 山 一 夫 君 北 京 市 中 南 海 去 を 燭 居

仁堂葱北答薬会司工

務 部

1の 2 上久保室長暗君 変緩際伊議郡際留村

総棒
中 村 文 男 君 宇都市東区絵橋温 5

mロ 武 夫君京城府永差是滞直道林

回r377

高 津 大 六 君 鹿 児 島 駁 姶 良 郡 東 図

分村

藤原新太郎君 靭鮮卒安北主主砲川郡 毛尾大三郎君 府下中河内郡久寅寺

北 中薗京妓土木合? を

曾紅白渡所

村 字 3 の61 の 3

小 林 停 七 君 高 右 翼 市 周 防r 174 の 2

今 弁 務ZT 祭彊包頭市富三元巷

100大 朝 組

弁上爾太郎; g 宮崎森東臼杵郡新財
ｈｾ＠

布1373

合 員

特nJJ 鐙助長
藤 本 肝 夫 君 昭 和17年 12月18日験

佐 原 忠 雄 君 東 京 都 豊 島 区 地 袋 町

4 の458
地 方 合 員

死

宮 原 俊 男 君 生 野 区 新 今 里 町 4 の

34 

石 同 義 雄 君 昭和17年 12月26日窓生

ヂE

J t 桐裏面争君摩天市鍛西区脇工街

3 段 傍 303 1i 筋洲彼材

岩 弁 長 太 郎 君 昭 和 18年目月 11 日滋

表

工業株式合軍士 特jjJj 笈助 員

名 坂 署 長 久 君 東 区 北 潰 2 の90S産

ピル内 日本機械工業

橡式合量士大阪支度

二 宮 裕 這 宏 昭和18年 逝 去

〈箆んで哀俸の. を表ナ〉

建 築 と 匙 曾

第26輯 ml O説

l舟 田 鎗 C郵電危2銭)

毎月 ｬ 図 Ｑ 日渡行定ｉｊｻｾ
ＱＲ 母 Ｖ 銅 Ｈ Ｏｾ 24鎗〕

昭 和 18年 9 月25日 印 刷 昭 和 18年 10月 1 日 愛 行

F f R 戸 111 弘

大阪市北区靭日ピル日本建築協 舎 内

印 刷 所 新 日 本 印 刷 有 限 含 枇

大 阪 市 北 区・南 錦 町 46 番 地

量 産 行 所 紋 日 本 建 築 協 会

大医市北区中之島 3 / 3 朝 日 ピ ル

貧富義北演(23)45D1醤 ( 9)

娠童書口座大阪 3 9 9 7 5 醤

日本出版文化協曾合員番鋭222043

配 給 元 日 本 向 駅 配 給 株 式 含 世

東京市紳田直淡路町二丁目ブL 番 地

禁 轄 載

本 畿 に 潟 蛾 せ る も の は 一 切 と れ を 無 断 に て

" . し 又 は 単 行 本 に 上 梓 そ の 他 の 複 製 行 銭

をなすととを著書ず。
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